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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　多量の潤滑粘性油、ならびに
　１００～１００，０００パーツパーミリオンの、ポリマー主鎖およびペンダントカルボ
ニル含有基を含むグラフト化ポリマーを含む潤滑組成物であって、前記ポリマー主鎖がブ
ロックＡの少なくとも１つおよびブロックＢの少なくとも１つを含み、ブロックＡが、１
つ以上の脂肪族ジエンから誘導されたオレフィンブロックを含み、ブロックＢが、スチレ
ンまたはアルキルスチレンから誘導されたビニル芳香族ブロックを含み、ブロックＡ中の
モノマー単位とブロックＡ＋ブロックＢの組合せ中のモノマー単位とのモル比が０．５～
０．９の範囲であり；
　前記ペンダントカルボニル含有基がブロックＢ中の該ポリマー主鎖の該ビニル芳香族炭
素の１つ以上の上でグラフト化されており、前記カルボニル含有基が、エステル、イミド
および／またはアミド官能基を提供するように任意選択でさらに置換されており、ブロッ
クＢ上の前記ペンダントカルボニル含有基のグラフト化が、ブロックＢのビニル芳香族炭
素をハロゲン化し、次いで活性化剤の存在下で前記ビニル芳香族炭素上のカルボン酸また
はその誘導体をグラフト化することによって実施され、
　ここで、該グラフト化ポリマーが１０，０００～２５０，０００の範囲の重量平均分子
量を有する、
潤滑組成物。
【請求項２】
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　前記グラフト化ポリマーがテーパー型コポリマーではないコポリマーを含み、そしてブ
ロックＡが２０モル％～８０モル％または３０モル％～７０モル％の、アルキル分枝基を
含む繰り返し単位を含むか；あるいは、前記グラフト化ポリマーがテーパー型コポリマー
であるコポリマーを含み、そしてブロックＡが４０モル％～８０モル％または５０モル％
～７５モル％の、アルキル分枝基を含む繰り返し単位を含む、請求項１に記載の潤滑組成
物。
【請求項３】
　前記ポリマー主鎖が、スチレンおよびブタジエンから誘導された繰り返し単位を含む、
請求項１または請求項２のいずれかに記載の潤滑組成物。
【請求項４】
　前記グラフト化ポリマーが、ジブロックコポリマー、連続ブロックコポリマーまたはそ
の混合物を含む、請求項１から３のいずれかに記載の潤滑組成物。
【請求項５】
　前記カルボン酸誘導体が、無水物、ハロゲン化物またはアルキルエステルを含む、請求
項１から４のいずれかに記載の潤滑組成物。
【請求項６】
　前記グラフト化ポリマーが、１～１．６の範囲または１．０１～１．５５の範囲の多分
散度を有する、請求項１から５のいずれかに記載の潤滑組成物。
【請求項７】
　前記グラフト化ポリマーが水素化に使用可能な二重結合を含み、そして水素化に使用可
能な前記二重結合の５０～１００％または９０％～１００％または９５％～１００％が水
素化されている、請求項１から６のいずれかに記載の潤滑組成物。
【請求項８】
　前記カルボニル含有基がアミドおよび／またはイミド官能基を提供するように置換され
ており、前記アミドおよび／またはイミド官能基が窒素含有モノマーまたはアミンによっ
て提供されている、請求項１から７のいずれかに記載の潤滑組成物。
【請求項９】
　前記組成物が、分散剤、酸化防止剤、摩耗防止剤、摩擦調整剤またはその２つ以上の混
合物をさらに含む、請求項１から８のいずれかに記載の潤滑組成物。
【請求項１０】
　前記潤滑組成物が、エンジンオイルであり、そして（ｉ）０．８重量％以下のイオウ含
有量、（ｉｉ）０．２重量％以下のリン含有量または（ｉｉｉ）２重量％以下の硫酸塩灰
分含有量の少なくとも１つを有するか；あるいは、前記潤滑組成物が、（ｉ）０．５重量
％以下のイオウ含有量、（ｉｉ）０．１重量％以下のリン含有量および（ｉｉｉ）１．５
重量％以下の硫酸塩灰分含有量を有する、請求項１から９のいずれかに記載の潤滑組成物
。
【請求項１１】
　２ストロークもしくは４ストローク内燃機関、２ストロークもしくは４ストローク舶用
ディーゼル内燃機関用のエンジンオイル、ギアオイル、自動変速機オイル、油圧油、ター
ビン油、金属加工油剤またはサーキュレーティングオイルとしての、請求項１から１０の
いずれかに記載の潤滑組成物の使用。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、分散性粘度調整剤および分散性粘度調整剤を作製するための方法に関する。
これらの分散性粘度調整剤は、潤滑組成物、例えばエンジンオイルのための添加剤として
有用である。
【背景技術】
【０００２】
　エンジンオイルにおける分散性粘度調整剤の使用は公知である。
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　高い燃料経済性およびより長いドレイン間隔を提供するエンジンオイルに対する市場に
おける重要性が高まっている。既存の乗用車モーター油（ＰＣＭＯ）および大型車両用デ
ィーゼル（ＨＤＤ）エンジンオイル配合物は、ポリイソブチレン（ＰＩＢ）をベースとし
た分散剤などの燃料経済性の妨げとなる成分を、適度に効果的な分散性粘度調整剤（ＤＶ
Ｍ）で部分的または全面的に置き換えることにより、燃料経済性を改善し、またはすす処
理性の向上をもたらして、これらの課題の両方に対処することができる。これらのポリマ
ーは、二官能性ポリマーと称することができる。ＰＩＢベース分散剤の例には、ＰＩＢの
末端アルケン基と無水マレイン酸を反応させ、次いで、ＰＩＢ結合無水物をポリエチレン
アミンで処理して得られる生成物が含まれる。
【０００４】
　この種の二官能性ポリマーに対する動きは、Ｈｉｔｅｃ５７７７（無水マレイン酸でグ
ラフト化し、さらに４－アミノジフェニルアミンと反応させたエチレン－プロピレンコポ
リマーと考えられるＡｆｔｏｎの製品）などのオレフィンコポリマー（ＯＣＰ）ベースＤ
ＶＭの商業化をもたらした。しかし、ＯＣＰベースＤＶＭの使用に伴う問題は、ＯＣＰの
分解によって引き起こされると考えられるピストン沈着（ｄｅｐｏｓｉｔｉｏｎ）に関す
るものである。水素化スチレン－ブタジエン樹脂（ＳＢＲ）は粘度改善物質として使用す
ることができ、ＯＣＰベースＤＶＭより少ないピストン沈着をもたらすことが分かってい
る。しかし、スチレンとブタジエンの非官能基化ランダムコポリマーは典型的に、すす分
散性が不十分である。
【０００５】
　官能基化されると、ＳＢＲベースＤＶＭは高いすす分散性を提供することができる。し
かし、望ましいレベルのすす分散性を達成するのに十分なレベルの官能基化を提供するの
には問題がある。本発明は、この問題に解決を与えるものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　一実施形態によれば、本発明は：ポリマー主鎖およびペンダントカルボニル含有基を含
むグラフト化ポリマーを含む組成物であって、そのポリマー主鎖がブロックＡの少なくと
も１つおよびブロックＢの少なくとも１つを含み、ブロックＡがオレフィンブロックを含
み、ブロックＢがビニル芳香族ブロックを含み、ブロックＡとブロックＡ＋ブロックＢの
組合せとのモル比（すなわち、ブロックＡ中のモノマー単位とブロックＡ＋ブロックＢの
組合せ中のモノマー単位とのモル比）が０．５～０．９の範囲であり；そのペンダントカ
ルボニル含有基がブロックＢ上でグラフト化されており、そのカルボニル含有基が、エス
テル、イミドおよび／またはアミド官能基を提供するように任意選択でさらに置換されて
おり、ブロックＢ上のそのペンダントカルボニル含有基のグラフト化が、ブロックＢのビ
ニル芳香族炭素をハロゲン化し、次いで活性化剤の存在下でビニル芳香族炭素上のカルボ
ン酸またはその誘導体をグラフト化することによって実施される組成物に関する。
【０００７】
　本発明のグラフト化ポリマーでは、すべてまたは実質的にすべてのグラフト化は、ビニ
ル芳香族ブロックにおいて起こる。「実質的にすべて」という用語は、グラフト化の少な
くとも７０％または少なくとも９０％がビニル芳香族ブロックで起こることを指す。
【０００８】
　本発明の他の態様によれば、ブロックＢを、ブロックＢをハロゲン含有化合物と接触さ
せて反応混合物を生成させ、反応混合物に放射線照射することによってハロゲン化する。
【０００９】
　本発明のさらに他の態様によれば、ハロゲン含有化合物は臭素含有化合物または塩素含
有化合物を含む。
【００１０】
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　本発明のさらに他の態様によれば、活性化剤は臭化銅（Ｉ）およびプロピル－ピリジン
－２－イルメチレンアミンを含む。
【００１１】
　本発明のさらに他の態様によれば、グラフト化ポリマーは、テーパー付きコポリマーで
ないコポリマーを含み、ブロックＡは、２０モル％～８０モル％または３０モル％～７０
モル％の分枝状アルキル基、すなわちアルキル分枝またはアルキル分枝基（エチル基など
）を含む繰り返し単位を含む。
【００１２】
　本発明のさらに他の態様によれば、グラフト化ポリマーは、テーパー型コポリマーであ
るコポリマーを含み、ブロックＡは４０モル％～８０モル％または５０モル％～７５モル
％の分枝状アルキル基すなわちアルキル分枝を含む繰り返し単位を含む。
【００１３】
　本発明のさらに他の態様によれば、ポリマー主鎖は、脂肪族ジエンから誘導された繰り
返し単位とアルケニルアレーンから誘導された繰り返し単位を含む。
【００１４】
　本発明のさらに他の態様によれば、ポリマー主鎖は、スチレンおよびブタジエンから誘
導された繰り返し単位を含む。
【００１５】
　本発明のさらに他の態様によれば、グラフト化ポリマーはジブロックコポリマーを含む
。
【００１６】
　本発明のさらに他の態様によれば、グラフト化ポリマーは連続ブロックコポリマーを含
む。
【００１７】
　本発明のさらに他の態様によれば、カルボン酸誘導体は、無水物、ハロゲン化物または
アルキルエステルを含む。
【００１８】
　本発明のさらに他の態様によれば、カルボン酸誘導体は無水マレイン酸の反応生成物を
含む。
【００１９】
　本発明のさらに他の態様によれば、グラフト化ポリマーは、１０００～１，０００，０
００の範囲または１０，０００～２５０，０００の範囲の重量平均分子量を有する。
【００２０】
　本発明のさらに他の態様によれば、グラフト化ポリマーは、１～１．６の範囲または１
．０１～１．５５の範囲の多分散度を有する。
【００２１】
　本発明のさらに他の態様によれば、グラフト化ポリマーは、水素化に使用可能な二重結
合を含み、水素化に使用可能なその二重結合の５０％～１００％、９０％～１００％また
は９５％～１００％が水素化されている。
【００２２】
　本発明のさらに他の態様によれば、カルボニル含有基はアミドおよび／またはイミド官
能基を提供するように置換されており、そのアミドおよび／またはイミド官能基は窒素含
有モノマーまたはアミンによって提供される。
【００２３】
　本発明のさらに他の態様によれば、窒素含有モノマーまたはアミンは第一級および／ま
たは第二級窒素を含む。
【００２４】
　本発明のさらに他の態様によれば、アミンは、ファーストバイオレットＢ、ファースト
ブルーＢＢ、ファーストブルーＲＲ、アニリン、Ｎ－アルキルアニリン、ジ－（パラ－メ
チルフェニル）アミン、４－アミノジフェニルアミン、Ｎ，Ｎ－ジメチルフェニレンジア
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ミン、ナフチルアミン、４－（４－ニトロフェニルアゾ）アニリン、スルファメタジン、
４－フェノキシアニリン、３－ニトロアニリン、４－アミノアセトアニリド（Ｎ－（４－
アミノフェニル）アセトアミド））、４－アミノ－２－ヒドロキシ－安息香酸フェニルエ
ステル（フェニルアミノサリチレート）、Ｎ－（４－アミノ－フェニル）－ベンズアミド
、ベンジルアミン、４－フェニルアゾアニリン、パラ－エトキシアニリン、パラ－ドデシ
ルアニリン、シクロヘキシル置換ナフチルアミン、チエニル置換アニリンまたはその２つ
以上の混合物を含む。
【００２５】
　本発明のさらに他の態様によれば、そのアミン官能基は、Ｎ－ｐ－ジフェニルアミン；
４－アニリノフェニルメタクリルアミド；４－アニリノフェニルマレイミド；４－アニリ
ノフェニルイタコンアミド；４－ヒドロキシジフェニルアミンのアクリレートおよびメタ
クリレートエステル；ｐ－アミノジフェニルアミンまたはｐ－アルキルアミノジフェニル
アミンのグリシジルメタクリレートとの反応生成物；ｐ－アミノジフェニルアミンのイソ
ブチルアルデヒドとの反応生成物、ｐ－ヒドロキシジフェニルアミンの誘導体；フェノチ
アジンの誘導体；ジフェニルアミンのビニル性誘導体またはその２つ以上の混合物の少な
くとも１つから誘導される。
【００２６】
　本発明のさらに他の態様によれば、そのアミンは、アミノジフェニルアミン、ジメチル
アミノプロピルアミン、アミノプロピルイミダゾール、ジメチルフェニルアミン、４－（
４－ニトロフェニルアゾ）アニリン、ファーストブルーＲＲまたはその２つ以上の混合物
を含む。
【００２７】
　本発明のさらに他の態様によれば、本発明は、上記組成物および希釈剤を含む濃縮物に
関し、そのグラフト化ポリマーと希釈剤の重量比は１：９９～９９：１または８０：２０
～１０：９０の範囲である。
【００２８】
　本発明のさらに他の態様によれば、本発明は、多量の潤滑粘性油（ｏｉｌ　ｏｆ　ｌｕ
ｂｒｉｃａｔｉｎｇ　ｖｉｓｃｏｓｉｔｙ）および少量の分散性粘度調整量の上記組成物
を含む潤滑組成物に関する。
【００２９】
　本発明のさらに他の態様によれば、潤滑組成物は、分散剤、酸化防止剤、摩耗防止剤、
摩擦調整剤またはその２つ以上の混合物をさらに含む。
【００３０】
　本発明のさらに他の態様によれば、潤滑組成物はエンジンオイルであり、その潤滑組成
物は、（ｉ）０．８重量％以下のイオウ含有量、（ｉｉ）０．２重量％以下のリン含有量
または（ｉｉｉ）２重量％以下の硫酸塩灰分（ｓｕｌｐｈａｔｅｄ　ａｓｈ）含有量の少
なくとも１つを有するオイルである。
【００３１】
　本発明のさらに他の態様によれば、潤滑組成物はエンジンオイルであり、その潤滑組成
物は、（ｉ）０．５重量％以下のイオウ含有量、（ｉｉ）０．１重量％以下のリン含有量
および（ｉｉｉ）１．５重量％以下の硫酸塩灰分含有量を有する。
【００３２】
　本発明のさらに他の態様によれば、潤滑組成物は、２ストロークまたは４ストロークの
内燃機関用エンジンオイル、ギアオイル、自動変速機オイル、油圧油、タービン油、金属
加工油剤（ｍｅｔａｌ　ｗｏｒｋｉｎｇ　ｆｌｕｉｄ）またはサーキュレーティングオイ
ルとして使用される。
【００３３】
　本発明のさらに他の態様によれば、潤滑組成物は、２ストロークまたは４ストロークの
舶用ディーゼル内燃機関用のエンジンオイルとして使用される。
【００３４】
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　本発明のグラフト化ポリマーを作製するための方法は原子移動ラジカル重合（ＡＴＲＰ
）法と称することができる。ＡＴＲＰ法は米国特許第６，６１０，８０１号に記載されて
いる。これを参照により本明細書に組み込む。この方法は、遷移金属化合物を、移動可能
な基（しばしばハロゲン化物であるが）を含む化合物と反応させることを含む。こうした
条件下で、原子の移動可能な基を遷移金属化合物に移動させ、それによって金属を酸化す
る。エチレン基に付加するラジカルがこの反応で生成する。本発明において、ハロゲン化
剤（例えば、Ｎ－ブロモスクシンイミド）を用いて、ビニル芳香族ブロックのポリマー主
鎖をハロゲン化する（例えば、臭素化する）ことができる。次いでカルボニル含有基を、
ＡＴＲＰで制御した仕方で、ハロゲン化されたビニルブロック上にグラフト化することが
できる。
【００３５】
　「ビニル芳香族炭素」という用語は本明細書では、ビニル芳香族ブロックの芳香族環（
複数可）（例えば、ベンゼン環（複数可））に直接結合するビニル基の炭素原子を指すの
に用いられる。
【００３６】
　ポリマー主鎖がＳＢＲを含み、そのペンダントカルボニル含有基が、無水マレイン酸（
ＭＡＡ）、１つもしくは複数のアルキル（メタ）アクリレート、１つもしくは複数のアリ
ール（メタ）アクリレート、１つもしくは複数のアルキルイタコネート、１つもしくは複
数のアリールイタコネート、１つもしくは複数のアルキル（メタ）アクリルアミド、１つ
もしくは複数のアリール（メタ）アクリルアミドの１つもしくは複数またはその２つ以上
の混合物から誘導される場合、本発明のグラフト化ポリマーは、ＡＴＲＰ媒介グラフト化
ＳＢＲと称することができる。
【００３７】
　本発明の利点は、カルボニル含有化合物グラフト化ステップに用いられるＡＴＲＰ法の
ため、ポリマー主鎖へのペンダントカルボニル含有基のローディングを、制御重合によっ
て比較的高く、例えば０．５～３０重量％または１～１０重量％にすることができること
である。これによって、本発明のグラフト化ポリマーのすす分散能力を高めるより高いレ
ベルの官能基化がもたらされる。
【００３８】
　本発明の他の態様によれば、本発明は：ポリマー主鎖にカルボニル含有基をグラフト化
してグラフト化ポリマーを形成させるステップを含む方法であって；そのポリマー主鎖が
ブロックＡの少なくとも１つおよびブロックＢの少なくとも１つを含み、ブロックＡが少
なくとも１つのオレフィンブロックを含み、ブロックＢが少なくとも１つのビニル芳香族
ブロックを含み、ブロックＡとブロックＡ＋ブロックＢの組合せとのモル比（すなわち、
ブロックＡ中のモノマー単位とブロックＡ＋ブロックＢの組合せ中のモノマー単位とのモ
ル比）が０．５～０．９の範囲内にあり；そのカルボニル含有基がカルボン酸またはその
誘導体から誘導され、その誘導体が無水物、ハロゲン化物またはアルキルエステルであり
、そのカルボニル含有基がブロックＢ上でグラフト化されており、そのカルボニル含有基
がエステル、イミドおよび／またはアミド官能基を提供するように任意選択でさらに置換
されており；そのカルボニル含有基が、ブロックＢのビニル芳香族炭素をハロゲン化し、
次いで、活性化剤の存在下で、ブロックＢのビニル芳香族炭素上のカルボン酸またはその
誘導体をグラフト化することによってブロックＢ上でグラフト化されている方法に関する
。
【００３９】
　本発明の方法のさらに他の態様によれば、ブロックＢをハロゲン含有化合物と接触させ
て反応混合物を生成させ、反応混合物を放射線照射することによって、ブロックＢをハロ
ゲン化する。
【００４０】
　本発明の方法のさらに他の態様によれば、ハロゲン含有化合物は、臭素含有化合物、塩
素含有化合物またはその混合物を含む。
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【００４１】
　本発明の方法のさらに他の態様によれば、活性化剤は、臭化銅（Ｉ）およびプロピル－
ピリジン－２－イルメチレンアミンを含む。
【００４２】
　本発明の方法のさらに他の態様によれば、そのポリマーは、脂肪族ジエンから誘導され
た繰り返し単位とアルキレンアレーンから誘導された繰り返し単位を含む。
【００４３】
　本発明の方法のさらに他の態様によれば、そのポリマーは、スチレンおよびブタジエン
から誘導された繰り返し単位を含む主鎖を含む。
【００４４】
　本発明の方法のさらに他の態様によれば、そのカルボン酸誘導体は無水物を含む。
【００４５】
　本発明の方法のさらに他の態様によれば、その無水物は無水マレイン酸を含む。
【００４６】
　本発明の方法のさらに他の態様によれば、グラフト化ポリマーは、１０００～１，００
０，０００の範囲または１０，０００～２５０，０００の範囲の重量平均分子量を有する
。
【００４７】
　本発明の方法のさらに他の態様によれば、グラフト化ポリマーは、１～１．６の範囲ま
たは１．０１～１．５５の範囲の多分散度を有する。
【００４８】
　本発明の方法のさらに他の態様によれば、そのグラフト化ポリマーは水素化に使用可能
な二重結合を含み、水素化に使用可能なその二重結合の５０％～１００％、９０％～１０
０％または９５％～１００％が水素化されている。
【００４９】
　本発明の方法のさらに他の態様によれば、そのイミドおよび／またはアミド官能基は窒
素含有モノマーまたはアミンによって提供される。
【００５０】
　本発明の方法のさらに他の態様によれば、その窒素含有モノマーまたはアミンは第一級
および／または第二級窒素を含む。
【００５１】
　本発明の方法のさらに他の態様によれば、そのアミンは、ファーストバイオレットＢ、
ファーストブルーＢＢ、ファーストブルーＲＲ、アニリン、Ｎ－アルキルアニリン、ジ－
（パラ－メチルフェニル）アミン、４－アミノジフェニルアミン、Ｎ，Ｎ－ジメチルフェ
ニレンジアミン、ナフチルアミン、４－（４－ニトロフェニルアゾ）アニリン、スルファ
メタジン、４－フェノキシアニリン、３－ニトロアニリン、４－アミノアセトアニリド（
Ｎ－（４－アミノフェニル）アセトアミド））、４－アミノ－２－ヒドロキシ－安息香酸
フェニルエステル（フェニルアミノサリチレート）、Ｎ－（４－アミノ－フェニル）－ベ
ンズアミド、ベンジルアミン、４－フェニルアゾアニリン、パラ－エトキシアニリン、パ
ラ－ドデシルアニリン、シクロヘキシル置換ナフチルアミン、チエニル置換アニリンまた
はその２つ以上の混合物を含む。
【００５２】
　本発明の方法のさらに他の態様によれば、そのアミン官能基は、Ｎ－ｐ－ジフェニルア
ミン１，２，３，６－テトラヒドロフタルイミド；４－アニリノフェニルメタクリルアミ
ド；４－アニリノフェニルマレイミド；４－アニリノフェニルイタコンアミド；４－ヒド
ロキシジフェニルアミンのアクリレートおよびメタクリレートエステル；ｐ－アミノジフ
ェニルアミンまたはｐ－アルキルアミノジフェニルアミンとグリシジルメタクリレートの
反応生成物；ｐ－アミノジフェニルアミンとイソブチルアルデヒドの反応生成物、ｐ－ヒ
ドロキシジフェニルアミンの誘導体；フェノチアジンの誘導体；ジフェニルアミンのビニ
ル含有誘導体またはその２つ以上の混合物の少なくとも１つから誘導される。
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【００５３】
　本発明の方法のさらに他の態様によれば、そのアミンは、アミノジフェニルアミン、ジ
メチルアミノプロピルアミン、アミノプロピルイミダゾール、ジメチルフェニルアミン、
４－（４－ニトロフェニルアゾ）アニリン、ファーストブルーＲＲまたはその２つ以上の
混合物を含む。
　例えば、本発明は以下の項目を提供する。
（項目１）
　ポリマー主鎖およびペンダントカルボニル含有基を含むグラフト化ポリマーを含む組成
物であって、前記ポリマー主鎖がブロックＡの少なくとも１つおよびブロックＢの少なく
とも１つを含み、ブロックＡがオレフィンブロックを含み、ブロックＢがビニル芳香族ブ
ロックを含み、ブロックＡ中のモノマー単位とブロックＡ＋ブロックＢの組合せ中のモノ
マー単位とのモル比が０．５～０．９の範囲であり；
　前記ペンダントカルボニル含有基がブロックＢ上でグラフト化されており、前記カルボ
ニル含有基が、エステル、イミドおよび／またはアミド官能基を提供するように任意選択
でさらに置換されており、ブロックＢ上の前記ペンダントカルボニル含有基のグラフト化
が、ブロックＢのビニル芳香族炭素をハロゲン化し、次いで活性化剤の存在下で前記ビニ
ル芳香族炭素上のカルボン酸またはその誘導体をグラフト化することによって実施される
組成物。
（項目２）
　前記グラフト化ポリマーがテーパー型コポリマーではないコポリマーを含み、そしてブ
ロックＡが２０モル％～８０モル％または３０モル％～７０モル％の、アルキル分枝基を
含む繰り返し単位を含むか；あるいは、前記グラフト化ポリマーがテーパー型コポリマー
であるコポリマーを含み、そしてブロックＡが４０モル％～８０モル％または５０モル％
～７５モル％の、アルキル分枝基を含む繰り返し単位を含む、項目１に記載の組成物。
（項目３）
　前記ポリマー主鎖が、脂肪族ジエンから誘導された繰り返し単位およびアルケニルアレ
ーンから誘導された繰り返し単位を含む、項目１または２に記載の組成物。
（項目４）
　前記ポリマー主鎖が、スチレンおよびブタジエンから誘導された繰り返し単位を含む、
前記項目のいずれかに記載の組成物。
（項目５）
　前記グラフト化ポリマーが、ジブロックコポリマー、連続ブロックコポリマーまたはそ
の混合物を含む、前記項目のいずれかに記載の組成物。
（項目６）
　前記カルボン酸誘導体が、無水物、ハロゲン化物またはアルキルエステルを含む、前記
項目のいずれかに記載の組成物。
（項目７）
　前記グラフト化ポリマーが、１０００～１，０００，０００の範囲または１０，０００
～２５０，０００の範囲の重量平均分子量および／あるいは１～１．６の範囲または１．
０１～１．５５の範囲の多分散度を有する、前記項目のいずれかに記載の組成物。
（項目８）
　前記グラフト化ポリマーが水素化に使用可能な二重結合を含み、そして水素化に使用可
能な前記二重結合の５０～１００％または９０％～１００％または９５％～１００％が水
素化されている、前記項目のいずれかに記載の組成物。
（項目９）
　前記カルボニル含有基がアミドおよび／またはイミド官能基を提供するように置換され
ており、前記アミドおよび／またはイミド官能基が窒素含有モノマーまたはアミンによっ
て提供されている、前記項目のいずれかに記載の組成物。
（項目１０）
　前記項目のいずれかに記載の組成物および希釈剤を含む濃縮物であって、前記グラフト
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化ポリマーと前記希釈剤の重量比が１：９９～９９：１または８０：２０～１０：９０の
範囲である濃縮物。
（項目１１）
　多量の潤滑粘性油および少量の分散性粘度調整量の項目１から９のいずれかに記載の組
成物を含む潤滑組成物。
（項目１２）
　前記組成物が、分散剤、酸化防止剤、摩耗防止剤、摩擦調整剤またはその２つ以上の混
合物をさらに含む、項目１１に記載の潤滑組成物。
（項目１３）
　前記潤滑組成物が、エンジンオイルであり、そして（ｉ）０．８重量％以下のイオウ含
有量、（ｉｉ）０．２重量％以下のリン含有量または（ｉｉｉ）２重量％以下の硫酸塩灰
分含有量の少なくとも１つを有するか；あるいは、前記潤滑組成物が、（ｉ）０．５重量
％以下のイオウ含有量、（ｉｉ）０．１重量％以下のリン含有量および（ｉｉｉ）１．５
重量％以下の硫酸塩灰分含有量を有する、項目１１または項目１２に記載の潤滑組成物。
（項目１４）
　２ストロークもしくは４ストローク内燃機関、２ストロークもしくは４ストローク舶用
ディーゼル内燃機関用のエンジンオイル、ギアオイル、自動変速機オイル、油圧油、ター
ビン油、金属加工油剤またはサーキュレーティングオイルとしての、項目１１から１３の
いずれかに記載の潤滑組成物の使用。
（項目１５）
　ポリマー主鎖上のカルボニル含有基をグラフト化してグラフト化ポリマーを生成するス
テップを含む方法であって；
　前記ポリマー主鎖がブロックＡの少なくとも１つおよびブロックＢの少なくとも１つを
含み、ブロックＡが少なくとも１つのオレフィンブロックを含み、ブロックＢが少なくと
も１つのビニル芳香族ブロックを含み、ブロックＡ中のモノマー単位とブロックＡ＋ブロ
ックＢの組合せ中のモノマー単位とのモル比が０．５～０．９の範囲であり；
　前記カルボニル含有基がカルボン酸またはその誘導体から誘導され、前記誘導体が無水
物、ハロゲン化物またはアルキルエステルであり、前記カルボニル含有基がブロックＢ上
でグラフト化されており、前記カルボニル含有基が、エステル、イミドおよび／またはア
ミド官能基を提供するように任意選択でさらに置換されており；
　前記カルボニル含有基が、ブロックＢの前記ビニル芳香族炭素をハロゲン化し、次いで
活性化剤の存在下で前記ビニル芳香族炭素上のカルボン酸またはその誘導体をグラフト化
することによってブロックＢ上でグラフト化される方法。
【発明を実施するための形態】
【００５４】
　本明細書および特許請求の範囲で開示するすべての範囲および比の限界は、任意の仕方
で組み合わせることができる。別段の具体的な言及のない限り、「ａ」、「ａｎ」および
／または「ｔｈｅ」への参照は、１つまたは２つ以上を含み、ある項目への単数での参照
は複数のその項目も含むことができることを理解されたい。
【００５５】
　「ヒドロカルビル置換基」または「ヒドロカルビル基」という用語は、当業者に周知の
その通常の意味で使用される。具体的には、それは、その分子の残りに直接結合した炭素
原子を有し、支配的に炭化水素の特徴を有する基を指す。ヒドロカルビル基の例には：
（ｉ）炭化水素置換基、すなわち、脂肪族（例えば、アルキルまたはアルケニル）、脂環
式（例えば、シクロアルキル、シクロアルケニル）置換基および芳香族－、脂肪族－およ
び脂環－置換芳香族置換基ならびに環状置換基であって、その環が分子の他の部分を介し
て完成されている基（例えば、２つの置換基が一緒に環を形成する）；
（ｉｉ）置換炭化水素置換基、すなわち、本発明の関連において、その置換基の支配的に
炭化水素の性質を変えない非炭化水素基（例えば、ハロ（特にクロロおよびフルオロ）、
ヒドロキシ、アルコキシ、メルカプト、アルキルメルカプト、ニトロ、ニトロソおよびス
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（ｉｉｉ）ヘテロ置換基、すなわち、支配的に炭化水素の特徴を有するが、本発明の関連
において、環または鎖内に炭素以外を含む（その他は炭素原子を含む）置換基が含まれる
。ヘテロ原子は、イオウ、酸素、窒素を含み、ピリジル、フリル、チエニルおよびイミダ
ゾリルのような置換基を包含する。通常、ヒドロカルビル基中に多くて２つ、好ましくは
多くて１つの非炭化水素置換基が炭素原子１０個ごとに存在する。一般に、非炭化水素置
換基はヒドロカルビル基中に存在しない。
【００５６】
　別段の指定のない限り、分子量は、ポリスチレン標準品を用いたゲル透過クロマトグラ
フィーによって決定される。
【００５７】
　「分枝状アルキル基」という用語は、任意選択でさらに置換された分枝状アルキル基を
含む。別途言及するように、ポリマー鎖上のアルキル分枝はそれ自体さらに分枝していて
もしていなくてもよい。
【００５８】
　本明細書で説明する材料のいくつかは最終配合物中で相互作用し、その結果、最終配合
物の成分が最初に加えられたものとは異なってくることがあることは公知である。本発明
の組成物をその目的とする用途において用いると生成される生成物を含むそれによって形
成される生成物は、容易に説明できるものではない。それでも、そうしたすべての改変体
および反応生成物は本発明の範囲に含まれ；本発明は、本明細書で説明する成分を混合す
ることによって調製される組成物を包含する。
【００５９】
　本明細書で参照する文献のそれぞれを参照により本明細書に組み込む。実施例において
または他に明瞭に示されている場合を除いて、材料の量、反応条件、分子量、炭素原子数
などを指定する本説明または添付の特許請求の範囲におけるすべての数量は、「約」とい
う単語で修飾されているものと理解されたい。別段の指定のない限り、本明細書で参照さ
れる化学品または組成物は、市販グレード品の中に存在すると一般に理解されている異性
体、副生成物、誘導体およびそれ以外の物質を含む市販グレードの材料であると解釈され
るべきである。しかし、各化学成分の量は、別段の指定のない限り、市販の材料中に慣行
的に存在する任意の溶媒または希釈油を除いて示される。本明細書で示す量、範囲および
比の限界の上限および下限は独立に組み合わせることができることを理解すべきである。
同様に、本発明の各要素の範囲および量は、他の要素のいずれかについての範囲および量
と一緒に用いることができる。
【００６０】
　グラフト化ポリマー
　グラフト化ポリマーは、ポリマー主鎖およびポリマー主鎖にグラフト化されたペンダン
トカルボニル含有基を含む。グラフト化ポリマーはブロックＡおよびブロックＢを含むこ
とができる。これらは次式：
【００６１】
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【化１】

（式中、ａおよびｂはその対応するモノマー繰り返し単位についての係数であり、ａ／（
ａ＋ｂ）の比は、０．５～０．９、０．５５～０．８または０．６～０．７５であってよ
く；
Ｒ２はＨまたはアルキルであり、ただし、Ｒ２基の５モル％～９５モル％はアルキル基で
あってよく（一実施形態では、Ｒ２はＨではない）；
Ｒ３はアレーン基またはアルキル置換アレーン基であり；
Ｅはアルキレン基またはアルケニレン基であり（一般にＥはＣ４基である）；
Ｘはペンダントカルボニル含有基であり；
Ｙは水素またはアルキル基であり；
ｍ、ｎおよびｏは、上記した部分についての繰り返し単位数であり、ただし、各繰り返し
単位はそのポリマーに妥当な数平均分子量を提供するのに十分な量で存在し、そのポリマ
ーは重合末端基で終了しており、ただし、そのコポリマーがテーパー型コポリマーブロッ
クを含む場合、Ａは、３８．５モル％超～９５モル％の分枝状の任意選択で置換されたア
ルキル基（すなわち、アルキル分枝基）を有する繰り返し単位を含む）
で表すことができる。
【００６２】
　グラフト化ポリマーは次式：
【００６３】
【化２】

（式中、ａおよびｂはその対応するモノマー繰り返し単位についての係数であり、ａ／（
ａ＋ｂ）の比は、０．５～０．９、０．５５～０．８または０．６～０．７５であってよ
く；
Ｒ１は、Ｈ、ｔ－アルキル、ｓｅｃ－アルキル、ＣＨ３－、Ｒ’２Ｎ－またはアリールで
あり；
Ｒ２はＨまたはアルキルであり、ただし、ブロック（Ａ）において、Ｒ２基の５モル％～
９５モル％はアルキル基であってよく；
Ｒ３はアレーン基またはアルキル置換アレーン基であり；
Ｒ４は、Ｈまたはアルキルなどの重合末端基であり；
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Ｅはアルキレン基またはアルケニレン基であり（一般にＥはＣ４基である）；
Ｘはペンダントカルボニル含有基であり；
Ｙは水素またはアルキル基であり；
Ｒ’はヒドロカルビル基であり、
ｍ、ｎおよびｏは上記した部分についての繰り返し単位数であり、ただし、各繰り返し単
位はその水素化コポリマーに妥当な数平均分子量を提供するのに十分な量で存在し、ただ
し、そのコポリマーがテーパー型コポリマーを含む場合、ブロックＡは、３８．５モル％
超～９５モル％の分枝状の任意選択で置換されたアルキル基（すなわち、アルキル分枝基
）を有する繰り返し単位を含む）
で表すことができる。
【００６４】
　グラフト化ポリマーは：
（ａ）（ｉ）少なくとも１つのビニル芳香族ブロックと（ｉｉ）少なくとも１つのオレフ
ィンブロックを重合するステップであって、そのポリマーが、使用できる二重結合（芳香
族不飽和を含まない）の５０％～１００％、９０％～１００％または９５％～１００％で
任意選択で水素化されていてよいステップと、続く以下のステップ（ｂ）および任意選択
のステップ（ｃ）、すなわち；
　（ｂ）ステップ（ａ）からのポリマー上のカルボニル含有基を、ビニル芳香族ブロック
のビニル芳香族炭素の１つまたは複数をハロゲン化（例えば、臭素化または塩素化）し、
次いでそのハロゲン化されたビニル芳香族炭素を、活性化剤の存在下でカルボン酸または
その誘導体（例えば、無水マレイン酸、アルキル（メタ）アクリレート、アリール（メタ
）アクリレート、アルキルイタコネート、アリールイタコネート、アルキル（メタ）アク
リルアミド、アリール（メタ）アクリルアミドまたはその２つ以上の混合物）と反応させ
ることによってグラフト化するステップであって、そのグラフト化ポリマーがポリマー主
鎖および１つまたは複数のペンダントカルボニル含有基を含むステップと；
　（ｃ）ステップ（ｂ）のグラフト化ポリマーを、アルコール、アミンおよび／または窒
素含有モノマーの少なくとも１つと任意選択で反応させて官能基化ポリマーを生成（一般
にエステル、アミドおよび／またはイミドを生成）するステップと
を含む方法で作製することができる。
【００６５】
　ブロックＡは、１つまたは複数の脂肪族ジエン、例えばブタジエンから誘導することが
できる。Ａで表されるブロックを形成するのに使用される適切なジエンは、１，４－ブタ
ジエンまたはイソプレンを含むことができる。そのジエンは１，４－ブタジエンを含むこ
とができる。一実施形態では、ブロックＡは、イソプレンを実質的に含まないかまたはイ
ソプレンを含まなくてよい。
【００６６】
　本明細書で用いる「イソプレンを実質的に含まない」という用語は、そのポリマーが、
多くて不純物レベル、一般にポリマーの１モル％未満、ポリマーの０．０５モル％以下、
ポリマーの０．０１モル％以下またはポリマーの０モル％でイソプレンを含むことを意味
する。
【００６７】
　ジエンは、１，２付加かまたは１，４付加によって重合することができる。１，２付加
の程度は、アルキル基分枝（本明細書ではＲ２とも定義される）を有する繰り返し単位の
相対量によって定義することができる。最初に形成された任意のペンダント不飽和基また
はビニル基は水素化によって、アルキル分枝（「分枝状アルキル基」）となることができ
る。
【００６８】
　ブロックＡ（テーパー型コポリマーにおいてではない場合）は、２０モル％～８０モル
％、２５モル％～７５モル％、３０モル％～７０モル％または４０モル％～６５モル％の
アルキル基分枝を有する繰り返し単位を含むことができる。



(13) JP 5575892 B2 2014.8.20

10

20

30

40

50

【００６９】
　テーパー型コポリマーは、４０モル％～８０モル％または５０モル％～７５モル％の分
枝状アルキル基（またはビニル基）の繰り返し単位を含むブロックＡを含むことができる
。
【００７０】
　ブロックＢは、１つまたは複数のビニル芳香族モノマーから誘導することができる。ビ
ニル芳香族モノマーはアルキレンアレーンであってよい。これらは、スチレンまたはアル
キルスチレン（例えば、α－メチルスチレン、パラ－ｔｅｒｔ－ブチルスチレン、α－エ
チルスチレンおよびパラ－低級アルコキシスチレン）を含むことができる。一実施形態で
は、ビニル芳香族モノマーはスチレンである。
【００７１】
　ポリマー主鎖はアニオン重合法で作製することができる。理論に拘泥するわけではない
が、アルカリ金属および／または有機金属化合物を含むアニオン重合開始剤は、様々な金
属と対イオンおよび／または溶媒との間の相互作用に敏感であると考えられる。多量の１
，２付加を含んで重合したジエンをより多く含むポリマーを調製するためには、極性溶媒
、例えばテトラヒドロフラン（ＴＨＦ）を使用するのが一般的である。さらに、小さい原
子質量を有する開始剤を使用する（例えば、セシウムではなくリチウムを使用する）こと
が適切である。異なる実施形態では、ブチルリチウムまたはブチルナトリウムを開始剤と
して使用することができる。０℃未満または－２０℃以下などの一般的なアニオン重合温
度を用いることができる。より多い量のジエン１，２付加立体特異性を有するポリマーを
調製するのに適した方法のより詳細な説明は、Ｋｉｒｋ－Ｏｔｈｍｅｒ　Ｅｎｃｙｃｌｏ
ｐｅｄｉａ　ｏｆ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ、Ｔｈｉｒｄ　Ｅｄｉｔｉ
ｏｎ、４巻、３１６～３１７頁またはＡｎｉｏｎｉｃ　Ｐｏｌｙｍｅｒｉｓａｔｉｏｎ、
Ｐｒｉｎｃｉｐｌｅｓ　ａｎｄ　Ｐｒａｃｔｉｃａｌ　Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎｓ、Ｅｄ
ｉｔｅｄ　ｂｙ　Ｈｅｎｒｙ　Ｌ．　Ｈｓｉｅｈ　ａｎｄ　Ｒｏｄｅｒｉｃ　Ｐ．　Ｑｕ
ｉｒｋ、２０９および２１７頁、１９９６年、Ｍａｒｃｅｌ　Ｄｅｋｋｅｒに記載されて
いる。
【００７２】
　オレフィンブロックは、米国特許番号第５，７５３，７７８号（段落３、１～３３行に
、ポリマーを選択的に水素化するためのアルキルリチウム開始剤を用いる方法を開示）；
同第５，９１０，５６６号（段落３、１３～４３行に、共役ジエンを水素化するのに適し
たプロセス、溶媒および触媒を開示）；同第５，９９４，４７７号（段落３、２４行～段
落４、３２行に、ポリマーを選択的に水素化するための方法を開示）；同第６，０２０，
４３９号（段落３、３０～５２行に、適切な触媒を開示）；および同第６，０４０，３９
０号（段落９、２～１７行に、適切な触媒を開示）に記載されているプロセスまたは方法
を用いることによって、大量の１，２付加（例えば、５モル％～９５モル％の分枝基）に
より形成させることができる。一般に、これらの特許の実施例に開示されている１，２付
加の量は、ブタジエン単位の３０～４２％の範囲である）。
【００７３】
　ポリマー主鎖は、スチレンおよびブタジエンから、５モル％～９５モル％のブタジエン
を用いて誘導することができる。そうした材料の例は、１２０，０００の数平均分子量お
よび３０重量％のスチレン含有量を有するＳＢＲであるＬｕｂｒｉｚｏｌ（登録商標）７
４０８Ａである。
【００７４】
　ポリマー主鎖は、Ｄｙｎｅ６２３－１４またはＤｙｎｅ６２３－１８という名称でＤｙ
ｎａｓｏｌから入手できるＳＢＲの１つから誘導することができる。Ｄｙｎｅ６２３－１
４は、１３０，０００の数平均分子量および３０重量％のスチレン含有量を有する。Ｄｙ
ｎｅ６２３－１８は、９０，０００の数平均分子量および３０重量％のスチレン含有量を
有する。
【００７５】
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　ポリマー主鎖でのカルボニル含有基のグラフト化は、ポリマー主鎖のビニル芳香族炭素
の１つまたは複数をハロゲン化（例えば、臭素化または塩素化）し、続いて、ハロゲン化
されたビニル芳香族炭素を、活性化剤の存在下でカルボン酸またはその誘導体と反応させ
ることを含むことができる。カルボン酸誘導体は、無水マレイン酸、アルキル（メタ）ア
クリレート、アリール（メタ）アクリレート、アルキルイタコネート、アリールイタコネ
ート、アルキル（メタ）アクリルアミド、アリール（メタ）アクリルアミドまたはその２
つ以上の混合物を含むことができる。ポリマー主鎖のビニル芳香族炭素のハロゲン化（例
えば、臭素化または塩素化）は、ポリマーを溶媒中でハロゲン（例えば、臭素または塩素
）含有化合物と混合して反応混合物を生成させ、次いで、その反応混合物を、ハロゲン（
例えば、臭素または塩素）原子をポリマー主鎖のビニル芳香族炭素と結合させるのに効果
的な時間、熱（任意選択でラジカル開始剤などの活性化剤を用いて）、放射線または超音
波にかけることによって実施することができる。ハロゲン含有化合物は、臭素含有化合物
または塩素含有化合物であってよい。使用できる臭素含有化合物の例にはＮ－ブロモスク
シンイミド（ＮＢＳ）が含まれる。使用できる塩素含有化合物の例には、Ｎ－クロロスク
シンイミド（ＮＣＳ）、塩素、クロラミンＴ（Ｎ－クロロトシルアミドナトリウム塩）ま
たは次亜塩素ｔｅｒｔ－ブチルが含まれる。使用できる溶媒の例には、アセトニトリル、
ジクロロメタン、クロロホルムまたは四塩化炭素が含まれる。放射線または光は、適切な
供給源、例えば加熱ランプで提供することができる。ハロゲン化ステップの間の反応混合
物の温度は１０℃～１００℃または３０℃～６０℃の範囲であってよい。ハロゲン化ステ
ップの間の溶媒中のポリマー濃度は、キログラム当たり１０～５００グラム（ｇ／ｋｇ）
または１００～２５０ｇ／ｋｇの範囲であってよい。溶媒中のハロゲン含有化合物の濃度
は１～１００ｇ／ｋｇまたは５～５０ｇ／ｋｇの範囲であってよい。反応混合物は、所望
数のビニル芳香族誘導炭素がハロゲン化されるまで反応させることができる。このプロセ
スは約３０分間から数時間かかる。生成物は、ハロゲン化（例えば、臭素化または塩素化
）されたポリマーと見なすことができる。このハロゲン化ポリマーは、イソプロパノール
中での沈澱などの慣用的な手法を用いて溶媒から分離し、次いで乾燥することができる。
反応は、例えば以下の式で表される。以下の式において、Ｒ１は、Ｈまたは１～１０個の
炭素原子もしくは１～４個の炭素原子のアルキル基であってよい。
【００７６】
【化３】

　ハロゲン化ポリマーをカルボン酸またはその誘導体と反応させてグラフト化ポリマーを
生成させることができる。反応は、活性化剤の存在下、溶媒中で実施することができる。
活性化剤は、臭化銅（Ｉ）をプロピルピリジン－２－イルメチレン－アミンなどの配位子
と一緒に含むことができる。使用できる他の活性化剤は、Ｆｅ、Ｒｈ、Ｒｕ、Ｍｎ、Ｎｉ
またはＰｄを含有する化合物を含むことができる。使用できる他の配位子は、
【００７７】
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【化４】

（式中、Ｒは、Ｈ、Ｃ１～Ｃ１２アルキルまたはＣ１～Ｃ４アルキル基であってよく；ｎ
は０～４または０～２であってよい）
で示すような一般構造を含むことができる。具体的な例には、２，２’－ビピリジン；３
－ブチルピリジン；Ｎ１－（２－（ジメチルアミノ）エチル）－Ｎ１，Ｎ２，Ｎ２－トリ
メチルエタン－１，２－ジアミンおよびＮ１，Ｎ１－ビス（２－（ジメチルアミノ）エチ
ル）－Ｎ２，Ｎ２－ジメチルエタン－１，２－ジアミンまたはその２つ以上の混合物が含
まれ得る。
【００７８】
　その溶媒には、トルエン、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド（ＤＭＦ）、Ｎ，Ｎ－ジメチ
ルアセトアミド、アセトニトリル、ベンゼンまたはその２つ以上の混合物が含まれる。
【００７９】
　そのカルボン酸誘導体には、その無水物、ハロゲン化アシル、低級アルキル（すなわち
、最大で７個の炭素原子）エステル、アミド、イミドまたはその２つ以上の混合物が含ま
れる。これらには、モノカルボン酸（例えば、アクリル酸およびメタクリル酸）およびエ
ステル、例えばその低級アルキルエステルならびにジカルボン酸、無水物およびエステル
、例えばその低級アルキルエステルが含まれる。ジカルボン酸、無水物およびエステルの
例には、マレイン酸または無水物、フマル酸またはエステル、例えば低級アルキル、すな
わち、アルキルエステル基上に７個以下の炭素原子を含むものが含まれる。
【００８０】
　ジカルボン酸、無水物およびエステルは以下の式の群：
【００８１】

【化５】

【００８２】
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【化６】

で表すことができる。これらの式において、Ｒは、水素または最大で８個の炭素原子のヒ
ドロカルビル、例えばアルキル、アルカリルまたはアリールであってよい。各Ｒ’は独立
に、水素または最大で７個の炭素原子のヒドロカルビル、例えば低級アルキル（例えば、
メチル、エチル、ブチルまたはヘプチル）であってよい。Ｒ’’は独立に、芳香族（単環
式または縮合多環式）炭化水素であってよく、芳香族アミンまたはポリアミンの代表例は
以下で説明する。そのジカルボン酸、無水物またはアルキルエステルは一般に合計で最大
で２５個の炭素原子または最大で１５個の炭素原子を含む。その例には、マレイン酸もし
くはその無水物またはスクシンイミド誘導体；ベンジルマレイン酸無水物；クロロマレイ
ン酸無水物；マレイン酸ヘプチル；イタコン酸または無水物；シトラコン酸または無水物
；フマル酸エチル；フマル酸；メサコン酸；エチルイソプロピルマレエート；フマル酸イ
ソプロピル；ヘキシルメチルマレエートおよびフェニルマレイン酸無水物が含まれる。こ
れらの誘導体には、無水マレイン酸、アルキル（メタ）アクリレート、アリール（メタ）
アクリレート、アルキルイタコネート、アリールイタコネート、アルキル（メタ）アクリ
ルアミド、アリール（メタ）アクリルアミド）またはその２つ以上の混合物が含まれる。
無水マレイン酸（ＭＡＡ）、マレイン酸およびフマル酸ならびにその低級アルキルエステ
ルがしばしば用いられる。
【００８３】
　グラフト化ステップの間の溶媒中のハロゲン化ポリマーの濃度は、１～７０重量％また
は１０～５０重量％の範囲であってよい。溶媒中のカルボン酸またはその誘導体の濃度は
、０．１～２０重量％または０．５～１０重量％の範囲であってよい。ハロゲン含有化合
物（例えば、臭化銅（Ｉ））の濃度は、０．０１～１０重量％または０．２～５重量％の
範囲であってよい。溶媒中の配位子の濃度は、０．０１～１０重量％または０．２～５重
量％の範囲であってよい。反応温度は５０℃～２００℃または９０℃～１５０℃の範囲で
あってよい。反応は、ポリマー主鎖へのカルボニル含有基の所望レベルのローディングが
達成されるまで実施することができる。ポリマー主鎖上へのカルボニル含有基のローディ
ングは、０．５～２０重量％または１～５重量％であってよい。ポリマーは、沈澱などの
慣用的な手法を用いて溶媒から分離し、次いで乾燥することができる。
【００８４】
　ポリマー主鎖上でのカルボニル含有基のグラフト化は以下の反応式：
【００８５】
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【化７】

によって表すことができる。
【００８６】
　グラフト化ポリマーの重量平均分子量は、１０００～１，０００，０００、５，０００
～５００，０００、１０，０００～２５０，０００または５０，０００～１７５，０００
の範囲であってよい。
【００８７】
　グラフト化ポリマーの多分散度は１～１．６、１．０１～１．５５、１～１．４または
１．０１～１．２の範囲であってよい。
【００８８】
　グラフト化ポリマーは、５～７０モル％、１０モル％～６０モル％または２０モル％～
６０モル％のアルケニルアレーンモノマー、例えばスチレンから誘導される主鎖を含むこ
とができる。
【００８９】
　グラフト化ポリマーは、３０～９５モル％、４０モル％～９０モル％または４０モル％
～８０モル％のオレフィンモノマー、一般にジエン、例えばブタジエンから誘導される主
鎖を含むことができる。
【００９０】
　グラフト化ポリマーは、ブロックコポリマーであってよく、規則型、ランダム型、テー
パー型または交互型の構造を含むことができる。ブロックコポリマーは、ジ－ブロックＡ
Ｂコポリマーであってもトリ－ブロックＡＢＡコポリマーであってもよい。しばしばその
ポリマーはジ－ブロックＡＢコポリマーである。一実施形態では、そのポリマーは、テー
パー型コポリマー以外のポリマーである。
【００９１】
　グラフト化ポリマーは、連続ブロック、ランダムブロックまたは規則型のブロックコポ
リマーであってよい。一実施形態では、グラフト化ポリマーは連続ブロックコポリマーで
ある。
【００９２】
　本明細書で用いる「連続ブロックコポリマー」という用語は、そのコポリマーが、それ
ぞれが単一のモノマーでできている離散的なブロック（ＡおよびＢ）からなることを意味
する。その例は、Ａ－Ｂ型またはＢ－Ａ－Ｂ型構造を有するものを含む連続ブロックコポ
リマーを含む。
【００９３】
　グラフト化ポリマーは直鎖状または分枝状コポリマーであってよい。
【００９４】
　グラフト化ポリマーはジブロック連続ブロックコポリマーであってもジブロック直鎖（
ｎｏｒｍａｌ）ジブロックコポリマーであってもよい。
【００９５】
　一実施形態では、グラフト化ポリマーは、トリブロックまたはより高次のブロックコポ
リマーではない。
【００９６】
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　アルコール官能基化ポリマー
　一実施形態では、本発明のグラフト化ポリマーは、一般に、当業界で公知のエステル生
成条件下でのカルボニル含有官能基とアルコールの反応によるエステル基をさらに含む。
適切なアルコールは１～４０個または６～３０個の炭素原子を含むことができる。
【００９７】
　適切なアルコールの例には、ＭｏｎｓａｎｔｏのＯｘｏ　Ａｌｃｏｈｏｌ（登録商標）
７９１１、Ｏｘｏ　Ａｌｃｏｈｏｌ（登録商標）７９００およびＯｘｏ　Ａｌｃｏｈｏｌ
（登録商標）１１００；ＩＣＩのＡｌｐｈａｎｏｌ（登録商標）７９；Ｃｏｎｄｅａ（現
在Ｓａｓｏｌ）のＮａｆｏｌ（登録商標）１６２０、Ａｌｆｏｌ（登録商標）６１０およ
びＡｌｆｏｌ（登録商標）８１０；Ｅｔｈｙｌ　ＣｏｒｐｏｒａｔｉｏｎのＥｐａｌ（登
録商標）６１０およびＥｐａｌ（登録商標）８１０；Ｓｈｅｌｌ　ＡＧのＬｉｎｅｖｏｌ
（登録商標）７９、Ｌｉｎｅｖｏｌ（登録商標）９１１およびＤｏｂａｎｏｌ（登録商標
）２５Ｌ；Ｃｏｎｄｅａ　Ａｕｇｕｓｔａ、ＭｉｌａｎのＬｉａｌ（登録商標）１２５；
Ｈｅｎｋｅｌ　ＫＧａＡ（現在Ｃｏｇｎｉｓ）のＤｅｈｙｄａｄ（登録商標）およびＬｏ
ｒｏｌ（登録商標）ならびにＵｇｉｎｅ　Ｋｕｈｌｍａｎｎ　Ｌｉｎｏｐｏｌ（登録商標
）７－１１およびＡｃｒｏｐｏｌ（登録商標）９１が含まれる。
【００９８】
　アミン官能基化ポリマー
　本発明のグラフト化ポリマーは窒素含有基をさらに含むことができる。グラフト化ポリ
マーのカルボニル含有基を、当業界で公知のアミドおよび／またはイミド形成条件下で窒
素含有モノマーまたはアミンと反応させてアミドおよび／またはイミド基を含むアミン官
能基化ポリマーを生成することができる。窒素含有モノマーまたはアミンは、第一級およ
び／または第二級窒素を含むことができる。
【００９９】
　適切な窒素含有モノマーの例には、（メタ）アクリルアミドまたは窒素含有（メタ）ア
クリレートモノマー（ここで「（メタ）アクリレート」または「（メタ）アクリルアミド
」は、アクリル物質またはメタクリル物質の両方を表す）が含まれ得る。一般に、窒素含
有化合物は、（メタ）アクリルアミドまたは窒素含有（メタ）アクリレートモノマーを含
み、次式：
【０１００】
【化８】

（式中、
Ｑは水素またはメチルであり、一実施形態では、Ｑはメチルであり；
ＺはＮ－Ｈ基またはＯ（酸素）であり；
各Ｒ’’’は独立に、水素または１～２個の炭素原子を含むヒドロカルビル基であり、一
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実施形態では、各Ｒ’’’は水素であり；
各Ｒｉｖは独立に、水素または１～８個もしくは１～４個の炭素原子を含むヒドロカルビ
ル基であり；
ｇは１～６の整数であり、一実施形態では、ｇは１～３である）
で表すことができる。
【０１０１】
　適切な窒素含有モノマーの例には、Ｎ，Ｎ－ジメチルアクリルアミド、Ｎ－ビニルカル
ボンアミド（例えば、Ｎ－ビニル－ホルムアミド、Ｎ－ビニルアセトアミド、Ｎ－ビニル
－ｎ－プロピオンアミド、Ｎ－ビニル－ｉ－プロピオンアミド、Ｎ－ビニルヒドロキシア
セトアミド、ビニルピリジン、Ｎ－ビニルイミダゾール、Ｎ－ビニルピロリジノン、Ｎ－
ビニルカプロラクタム、ジメチルアミノエチルアクリレート、ジメチルアミノエチルメタ
クリレート、ジメチルアミノブチルアクリルアミド、ジメチルアミンプロピルメタクリレ
ート、ジメチルアミノプロピルアクリルアミド、ジメチルアミノプロピルメタクリルアミ
ド、ジメチルアミノエチルアクリルアミドまたはその混合物が含まれる。
【０１０２】
　アミンは芳香族であってよい。芳香族アミンには、一般構造ＮＨ２－ＡｒまたはＴ－Ｎ
Ｈ－Ａｒ（Ｔはアルキルまたは芳香族基であってよく、Ａｒは窒素含有芳香族基を含む芳
香族基であり、Ａｒ基は以下の構造：
【０１０３】
【化９】

ならびに複数の非縮合または結合芳香族環のいずれかを含む）
で表すことができるものが含まれる。これらおよび関連の構造において、Ｒｖ、Ｒｖｉお
よびＲｖｉｉは独立に、本明細書で開示する基の中でとりわけ、－Ｈ、－Ｃ１～１８アル
キル基、ニトロ基、－ＮＨ－Ａｒ、－Ｎ＝Ｎ－Ａｒ、－ＮＨ－ＣＯ－Ａｒ、－ＯＯＣ－Ａ
ｒ、－ＯＯＣ－Ｃ１～１８アルキル、－ＣＯＯ－Ｃ１～１８アルキル、－ＯＨ、－Ｏ－（
ＣＨ２ＣＨ２－Ｏ）ｎＣ１～１８アルキル基および－Ｏ－（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｎＡｒ（ｎ
は０～１０である）であってよい。
【０１０４】
　芳香族アミンには、芳香族環構造の炭素原子がアミノ窒素と直接結合しているアミンが
含まれる。アミンはモノアミンまたはポリアミンであってよい。芳香族環は一般に単環芳
香族環（すなわち、ベンゼンから誘導されたもの）であるが、縮合芳香族環、特にナフタ
レンから誘導されたものを含むことができる。芳香族アミンの例には、アニリン、Ｎ－ア
ルキルアニリン、例えばＮ－メチルアニリンおよびＮ－ブチルアニリン、ジ－（パラ－メ
チルフェニル）アミン、４－アミノジフェニルアミン、Ｎ，Ｎ－ジメチルフェニレンジア
ミン、ナフチルアミン、４－（４－ニトロフェニルアゾ）アニリン（ディスパースオレン
ジ３）、スルファメタジン、４－フェノキシアニリン、３－ニトロアニリン、４－アミノ
アセトアニリド（Ｎ－（４－アミノフェニル）アセトアミド））、４－アミノ－２－ヒド
ロキシ－安息香酸フェニルエステル（フェニルアミノサリチレート）、Ｎ－（４－アミノ
－フェニル）－ベンズアミド、種々のベンジルアミン、例えば２，５－ジメトキシベンジ
ルアミン、４－フェニルアゾアニリンおよびこれらの置換されたバージョンが含まれる。
他の例には、パラ－エトキシアニリン、パラ－ドデシルアニリン、シクロヘキシル置換ナ
フチルアミンおよびチエニル置換アニリンが含まれる。他の適切な芳香族アミンの例には
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、その中でアミン窒素が芳香族環の一部であるアミノ置換芳香族化合物およびアミン、例
えば３－アミノキノリン、５－アミノキノリンおよび８－アミノキノリンが含まれる。芳
香族環と直接結合した１つの第二級アミノ基およびイミダゾール環と結合した第一級アミ
ノ基を含む２－アミノベンズイミダゾールなどの芳香族アミンも含まれる。他のアミンに
は、Ｎ－（４－アニリノフェニル）－３－アミノブタンアミドまたは３－アミノプロピル
イミダゾールが含まれる。さらに他のアミンには、２，５－ジメトキシベンジルアミンが
含まれる。
【０１０５】
　追加的な芳香族アミンおよび関連する化合物は、米国特許第６，１０７，２５７号およ
び同第６，１０７，２５８号に開示されており；これらのいくつかには、アミノカルバゾ
ール、ベンゾイミダゾール、アミノインドール、アミノピロール、アミノ－インダゾリノ
ン、メルカプトトリアゾール、アミノフェノチアジン、アミノピリジン、アミノピラジン
、アミノピリミジン、ピリジン、ピラジン、ピリミジン、アミノチアジアゾール、アミノ
チオチアジアゾールおよびアミノベンゾトリアゾール（ａｍｉｎｏｂｅｎｚｏｔｒｉａｏ
ｚｌｅ）が含まれる。他の適切なアミンには、３－アミノ－Ｎ－（４－アニリノフェニル
）－Ｎ－イソプロピルブタンアミドおよびＮ－（４－アニリノフェニル）－３－｛（３－
アミノプロピル）－（ココアルキル）アミノ｝ブタンアミドが含まれる。使用できる他の
芳香族アミンには、例えばアミド構造で連結された複数の芳香族環を含む種々の芳香族ア
ミン染料中間体が含まれる。その例には一般構造
【０１０６】
【化１０】

の物質およびその異性体が含まれる。ここでＲｖｉｉｉおよびＲｉｘは独立に、メチル、
メトキシまたはエトキシなどのアルキルまたはアルコキシ基である。一例では、Ｒｖｉｉ

ｉとＲｉｘはどちらも－ＯＣＨ３であり、この物質は、ファーストブルーＲＲ、［ＣＡＳ
番号６２６８－０５－９］として公知である。
【０１０７】
　他の例では、Ｒｉｘが－ＯＣＨ３であり、Ｒｖｉｉｉが－ＣＨ３である。この物質はフ
ァーストバイオレットＢ［９９－２１－８］として公知である。ＲｖｉｉｉとＲｉｘの両
方がエトキシである場合、この物質はファーストブルーＢＢ［１２０－００－３］である
。米国特許第５，７４４，４２９号は他の芳香族アミン化合物、具体的にはアミノアルキ
ルフェノチアジンを開示している。米国特許出願第２００３／００３００３３Ａ１号に開
示されているものなどのＮ－芳香族置換酸アミド化合物も本発明のために使用することが
できる。適切な芳香族アミンには、その中でアミン窒素が芳香族カルボン酸化合物（ｃａ
ｒｂｏｘｙｃｌｉｃ　ｃｏｍｐｏｕｎｄ）上の置換基である、すなわち、芳香族環内でそ
の窒素がｓｐ２混成していないものが含まれる。
【０１０８】
　芳香族アミンは、ペンダントカルボニル含有基と縮合できるＮ－Ｈ基を有していてよい
。特定の芳香族アミンは、酸化防止剤として一般的に使用される。その関連で特に重要な
ものは、ノニルジフェニルアミンおよびジノニルジフェニルアミンなどのアルキル化ジフ
ェニルアミンである。これらの物質がポリマー鎖のカルボン酸官能基と縮合する限り、そ
れらも、本発明において使用するのに適している。しかし、アミン窒素と結合した２つの
芳香族基は、立体障害および反応性の低下をもたらす可能性があると考えられる。したが
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って、適切なアミンには、ヒドロカルビル置換基の１つが比較的短鎖のアルキル基、例え
ばメチルである第一級窒素原子（－ＮＨ２）または第二級窒素原子を有するものが含まれ
る。そうした芳香族アミンの中には、４－フェニルアゾアニリン、４－アミノジフェニル
アミン、２－アミノベンズイミダゾールおよびＮ，Ｎ－ジメチルフェニレンジアミンがあ
る。これらおよび他の芳香族アミンのいくつかは、分散性や他の特性に加えて酸化防止性
能もポリマーに付与することができる。
【０１０９】
　本発明の一実施形態では、反応生成物のアミン成分は、ポリマーのカルボン酸官能基と
縮合できる少なくとも２つのＮ－Ｈ基を有するアミンをさらに含む。カルボン酸官能基を
含む２つのポリマーを一緒に連結するのに用いることができるので、この物質を以後「連
結アミン」と称する。より高分子量の物質の方が向上した性能を提供することができるこ
とが分かっており、これは、その物質の分子量を増大させる１つの方法である。連結アミ
ンは、脂肪族アミンであっても芳香族アミンであってもよく；それが芳香族アミンである
場合、それは上記の芳香族アミンに加えてかつそれとは別個の要素であると考えられる。
ポリマー鎖の過剰な架橋を避けるために、これは一般に１つだけの縮合可能なまたは反応
性のＮＨ基しかもたないようにされる。そうした連結アミンの例には、ヘプチレンジアミ
ン、フェニレンジアミンおよび２，４－ジアミノトルエンが含まれ；その他にはプロピレ
ンジアミン、ヘキサメチレンジアミンおよび他のω－ポリメチレンジアミンが含まれる。
そうした連結アミン上の反応性官能基の量は、望むなら、化学量論量より少ない量のヒド
ロカルビル置換コハク酸無水物などのブロッキング物質と反応させることによって減少さ
せることができる。
【０１１０】
　一実施形態では、アミンは、ポリマー主鎖と直接反応することができる窒素含有化合物
を含む。適切なアミンの例には、Ｎ－ｐ－ジフェニルアミン１，２，３，６－テトラヒド
ロフタルイミド、４－アニリノフェニルメタクリルアミド、４－アニリノフェニルマレイ
ミド、４－アニリノフェニルイタコンアミド、４－ヒドロキシジフェニルアミンのアクリ
レートおよびメタクリレートエステル、ｐ－アミノジフェニルアミンまたはｐ－アルキル
アミノジフェニルアミンとグリシジルメタクリレートの反応生成物、ｐ－アミノジフェニ
ルアミンとイソブチルアルデヒドの反応生成物、ｐ－ヒドロキシジフェニルアミンの誘導
体；フェノチアジンの誘導体、ジフェニルアミンのビニル性誘導体またはその混合物が含
まれる。
【０１１１】
　アミンは、アミノジフェニルアミン（ＡＤＰＡ）、ジメチルアミノプロピルアミン、ア
ミノプロピルイミダゾール、ジメチルフェニルアミン、４－（４－ニトロフェニルアゾ）
アニリン、ファーストブルーＲＲまたはその２つ以上の混合物を含むことができる。
【０１１２】
　グラフト化ポリマーをアミンで官能基化させるための反応は以下の式：
【０１１３】
【化１１】

で表すことができる。
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【０１１４】
　濃縮物および潤滑組成物
　グラフト化ポリマーは濃縮物の形態で提供することができる。その濃縮物は、グラフト
化ポリマーおよび希釈剤を含むことができる。希釈剤は以下で論じるオイルのいずれであ
ってもよい。グラフト化ポリマーは、十分に配合された潤滑組成物で使用することができ
る。本発明のグラフト化ポリマーが濃縮物の形態である場合（追加のオイルと合わせて、
全体的にまたは部分的に十分に配合された潤滑油を形成していてよい）、グラフト化ポリ
マーと希釈剤の比は、重量で１：９９～９９：１または重量で８０：２０～１０：９０で
あってよい。
【０１１５】
　十分に配合された潤滑組成物は、多量の潤滑粘性油および少量の分散性粘度調整量のグ
ラフト化ポリマーを含むことができる。潤滑組成物中のグラフト化ポリマーの濃度は、１
００～１００，０００パーツパーミリオン（ｐｐｍ）、５０００～１５，０００ｐｐｍま
たは７０００～９０００ｐｐｍの範囲または８０００ｐｐｍであってよい。
【０１１６】
　濃縮物および潤滑組成物は任意選択で他の性能添加剤を含むことができる。他の性能添
加剤は、金属不活性化剤、慣用的な洗剤（当業界で公知の方法で調製された洗剤）、分散
剤、粘度調整剤、摩擦調整剤、摩耗防止剤、防蝕剤、分散性粘度調整剤、極圧添加剤、抗
スカフィング剤（ａｎｔｉｓｃｕｆｆｉｎｇ　ａｇｅｎｔ）、酸化防止剤、発泡防止剤、
乳化破壊剤、流動点降下剤、シール膨張剤およびその混合物の少なくとも１つを含むこと
ができる。一般に、十分に配合された潤滑油はこれらの性能添加剤の１つまたは複数を含
む。
【０１１７】
　潤滑粘性油
　潤滑粘性油は、天然オイルおよび／または合成オイルであってよい。そのオイルは、水
素化分解、水素化、水素処理された未精製、精製または再精製のオイルまたはその２つ以
上の混合物を含むことができる。
【０１１８】
　未精製オイルは、天然または合成の供給源から、通常さらなる精製処理を用いない（ま
たは殆ど用いない）で直接得られるものである。
【０１１９】
　精製オイルは、１つまたは複数の特性を改善するために１つまたは複数の精製ステップ
でさらに処理されていること以外は、未精製オイルと同様である。精製技術は当業界で公
知であり、それは、溶媒抽出、二次蒸留、酸または塩基抽出、濾過、パーコレーションな
どを含む。
【０１２０】
　再精製オイルは再生油（ｒｅｃｌａｉｍｅｄ　ｏｉｌ）または再処理油（ｒｅｐｒｏｃ
ｅｓｓｅｄ　ｏｉｌ）としても公知であり、精製オイルを得るのに用いられるのと同様の
プロセスで得られ、しばしば、使用済み添加剤およびオイル分解産物の除去を対象とした
技術でさらに処理される。
【０１２１】
　天然オイルには、動物油、植物油（例えば、ヒマシ油、ラード油）、パラフィン系、ナ
フテン系またはパラフィン－ナフテン混合系の流動パラフィン油（ｌｉｑｕｉｄ　ｐｅｔ
ｒｏｌｅｕｍ　ｏｉｌ）および溶媒処理または酸処理した鉱物性潤滑油などの鉱物性潤滑
油ならびに石炭またはシェールから誘導されたオイルまたはその混合物が含まれる。
【０１２２】
　合成オイルには、重合化およびインターポリマー化したオレフィン（例えば、ポリブチ
レン、ポリプロピレン、プロピレンイソブチレンコポリマー）などの炭化水素油；ポリ（
１－ヘキセン、ポリ（１－オクテン、ポリ（１－デセン）およびその混合物；アルキル－
ベンゼン（例えば、ドデシルベンゼン、テトラデシルベンゼン、ジノニルベンゼン、ジ－



(23) JP 5575892 B2 2014.8.20

10

20

30

40

50

（２－エチルヘキシル）－ベンゼン）；ポリフェニル（例えば、ビフェニル、ターフェニ
ル、アルキル化ポリフェニル）；アルキル化ジフェニルエーテルおよびアルキル化ジフェ
ニルスルフィドならびにその誘導体、類似体および同族体またはその混合物が含まれる。
【０１２３】
　使用できる他の合成オイルには、リン含有酸の液体エステル（例えば、リン酸トリクレ
ジル、リン酸トリオクチルおよびデカンリン酸のジエチルエステル）およびポリマーテト
ラヒドロフランが含まれる。合成オイルは、フィッシャートロプシュ反応で製造すること
ができ、一般に、水素異性化されたフィッシャートロプシュ炭化水素またはワックスであ
ってよい。一実施形態では、オイルを、フィッシャートロプシュガスツーリキッド合成手
順ならびに他のガスツーリキッドオイルにより調製することができる。
【０１２４】
　オイルは、アメリカ石油協会（ＡＰＩ）基油互換性指針（Ａｍｅｒｉｃａｎ　Ｐｅｔｒ
ｏｌｅｕｍ　Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ（ＡＰＩ）Ｂａｓｅ　ｏｉｌ　Ｉｎｔｅｒｃｈａｎｇｅ
ａｂｉｌｉｔｙ　Ｇｕｉｄｅｌｉｎｅｓ）で指定された１つまたは複数のオイルを含むこ
とができる。５つの基油グループは以下の通りである：グループＩ（イオウ含有量＞０．
０３重量％および／または＜９０重量％の飽和分、粘度指数８０～１２０）；グループＩ
Ｉ（イオウ含有量≦０．０３重量％および≧９０重量％の飽和分、粘度指数８０～１２０
）；グループＩＩＩ（イオウ含有量≦０．０３重量％および≧９０重量％の飽和分、粘度
指数≧１２０）；グループＩＶ（すべてポリアルファオレフィン（ＰＡＯ））；およびグ
ループＶ（グループＩ、ＩＩ、ＩＩＩまたはＩＶに含まれない他のすべてのもの）。潤滑
粘性油は、ＡＰＩグループＩ、グループＩＩ、グループＩＩＩ、グループＩＶ、グループ
Ｖオイルまたはその混合物を含む。潤滑粘性油はしばしば、ＡＰＩグループＩ、グループ
ＩＩ、グループＩＩＩ、グループＩＶオイルまたはその混合物である。あるいは、潤滑粘
性油はしばしば、ＡＰＩグループＩ、グループＩＩ、グループＩＩＩオイルまたはその混
合物である。一実施形態では、そのオイルはグループＩＩＩオイルである。
【０１２５】
　分散剤
　潤滑油組成物中で混合する前にそれらは灰分生成金属を含まず、かつ潤滑油およびポリ
マー分散剤に添加されたとき灰分生成金属に通常何ら寄与しないので、分散剤はしばしば
無灰型または無灰分散剤として公知である。無灰型分散剤は、比較的高分子量の炭化水素
鎖と結合した極性基を特徴とする。典型的な無灰分散剤にはＮ置換長鎖アルケニルスクシ
ンイミドが含まれる。Ｎ置換長鎖アルケニルスクシンイミドの例には、３５０～５０００
または５００～３０００の範囲の数平均分子量のポリイソブチレン置換基を有するポリイ
ソブチレンスクシンイミドが含まれる。スクシンイミド分散剤およびその調製は、例えば
米国特許第４，２３４，４３５号に開示されている。スクシンイミド分散剤は一般にポリ
アミン、通常ポリエチレンポリアミンから形成されるイミドである。
【０１２６】
　一実施形態では、本発明は、３５０～５０００または５００～３０００の範囲の数平均
分子量のポリイソブチレン成分を有するポリイソブチレンスクシンイミドから誘導される
少なくとも１つの分散剤をさらに含む。ポリイソブチレンスクシンイミドは単独でもまた
他の分散剤と組み合わせても使用することができる。
【０１２７】
　一実施形態では、本発明は、ポリイソブチレン、アミンおよび酸化亜鉛から誘導されて
亜鉛とのポリイソブチレンスクシンイミド錯体を形成する少なくとも１つの分散剤をさら
に含む。亜鉛とのポリイソブチレンスクシンイミド錯体は単独でもまた組み合わせても使
用することができる。
【０１２８】
　別の部類の無灰分散剤はマンニッヒ塩基である。マンニッヒ分散剤は、アルキルフェノ
ールとアルデヒド（特にホルムアルデヒド）およびアミン（特にポリアルキレンポリアミ
ン）の反応生成物である。アルキル基は通常少なくとも３０個の炭素原子を含む。
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【０１２９】
　分散剤は、様々な薬剤のいずれかとの反応による慣用的な方法で後処理されていてもよ
い。これらの中には、ホウ素、尿素、チオ尿素、ジメルカプトチアジアゾール、二硫化炭
素、アルデヒド、ケトン、カルボン酸、炭化水素置換コハク酸無水物、無水マレイン酸、
ニトリル、エポキシド、リン化合物および／または金属化合物がある。
【０１３０】
　分散剤は、潤滑組成物の０重量％～２０重量％、０．１重量％～１５重量％、０．１重
量％～１０重量％、１重量％～６重量％または７重量％～１２重量％で存在していてよい
。
【０１３１】
　洗剤
　潤滑組成物は任意選択で他の公知の中性または塩基過剰の洗剤をさらに含む。適切な洗
剤基体には、フェネート、イオウ含有フェネート、スルホネート、サリキサレート、サリ
チレート、カルボン酸、リン酸、モノ－および／またはジ－チオリン酸、アルキルフェノ
ール、イオウ結合アルキルフェノール化合物またはサリゲニンが含まれる。種々の塩基過
剰洗剤およびその調製方法は、ＷＯ２００４／０９６９５７を含む多くの特許公開および
そこに引用されている文献に、より詳細に記載されている。
【０１３２】
　洗剤は、０重量％～１０重量％、０．１重量％～８重量％もしくは１重量％～４重量％
または４超～８重量％存在していてよい。
【０１３３】
　酸化防止剤
　酸化防止化合物は公知であり、それらには、例えば硫化オレフィン、ジフェニルアミン
、ヒンダードフェノール、モリブデン化合物（ジチオカルバミン酸モリブデンなど）およ
びその混合物が含まれる。酸化防止化合物は単独でもまた組み合わせても使用することが
できる。酸化防止剤は、潤滑組成物の０重量％～２０重量％、０．１重量％～１０重量％
または１重量％～５重量％の範囲で存在することができる。
【０１３４】
　芳香族アミン酸化防止剤には、次式
【０１３５】
【化１２】

（式中、Ｒ５は、フェニル基、ナフチル基またはＲ７で置換されたフェニル基などの芳香
族基であってよく、Ｒ６およびＲ７は独立に、水素または１～２４個、４～２０個もしく
は６～１２個の炭素原子を含むアルキル基であってよい）
からなるものが含まれる。一実施形態では、芳香族アミン酸化防止剤は、次式
【０１３６】
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【化１３】

のノニル化ジフェニルアミンまたはジ－ノニル化とモノ－ノニル化ジフェニルアミンの混
合物などのアルキル化ジフェニルアミンを含むことができる。
【０１３７】
　ヒンダードフェノール酸化防止剤は、立体障害基（ｓｔｅｒｉｃａｌｌｙ　ｈｉｎｄｅ
ｒｉｎｇ　ｇｒｏｕｐ）としてｓｅｃ－ブチルおよび／またはｔｅｒｔ－ブチル基をしば
しば含む。フェノール基はしばしば、ヒドロカルビル基および／または第２の芳香族基と
結合している橋掛け基でさらに置換されている。適切なヒンダードフェノール酸化防止剤
の例には、２，６－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェノール、４－メチル－２，６－ジ－ｔｅｒ
ｔ－ブチルフェノール、４－エチル－２，６－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェノール、４－プ
ロピル－２，６－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェノール、４－ブチル－２，６－ジ－ｔｅｒｔ
－ブチルフェノールまたは４－ドデシル－２，６－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェノールが含
まれる。一実施形態では、ヒンダードフェノール酸化防止剤はエステルであり、例えばＣ
ｉｂａ社のＩｒｇａｎｏｘ（商標）Ｌ－１３５を含むことができる。適切なエステル含有
ヒンダードフェノール酸化防止剤の化学のより詳細な説明は米国特許第６，５５９，１０
５号に記載されている。
【０１３８】
　酸化防止剤として使用できるジチオカルバミン酸モリブデンの適切な例には、Ｒ．Ｔ．
Ｖａｎｄｅｒｂｉｌｔ　Ｃｏ．，Ｌｔｄ．からのＭｏｌｙｖａｎ８２２（商標）およびＭ
ｏｌｙｖａｎ（商標）ＡならびにＡｓａｈｉ　Ｄｅｎｋａ　Ｋｏｇｙｏ　Ｋ．ＫからのＡ
ｄｅｋａ　Ｓａｋｕｒａ－Ｌｕｂｅ（商標）Ｓ－１００、Ｓ－１６５およびＳ－６００な
どの商標名で販売されている市販の材料ならびにその混合物が含まれる。
【０１３９】
　粘度調整剤
　本発明のグラフト化ポリマーは分散性粘度調整剤として働くことができるが、他の種類
の追加の粘度調整剤も存在していてよい。これらの粘度調整剤は周知の材料であり、それ
らには、水素化スチレン－ブタジエン樹脂、エチレン－プロピレンコポリマー、水素化ス
チレン－イソプレンポリマー、水素化ラジカルイソプレンポリマー、ポリ（メタ）アクリ
レート（しばしばポリアルキルメタクリレート）、ポリアルキルスチレン、ポリオレフィ
ンおよび無水マレイン酸－スチレンコポリマーのエステルまたはその混合物が含まれる。
そうした追加の粘度調整剤は、潤滑組成物の０重量％～１５重量％、０．１重量％～１０
重量％または１重量％～５重量％を含む範囲で存在していてよい。
【０１４０】
　摩耗防止剤
　潤滑組成物は任意選択で少なくとも１つの他の摩耗防止剤をさらに含む。摩耗防止剤は
、潤滑組成物の０重量％～１５重量％、０．１重量％～１０重量％または１重量％～８重
量％を含む範囲で存在していてよい。適切な摩耗防止剤の例には、リン酸エステル、硫化
オレフィンが含まれ、イオウ含有無灰耐摩耗添加剤は、金属ジヒドロカルビルジチオホス
フェート（亜鉛ジアルキルジチオホスフェートなど）、チオカーバメート含有化合物、例
えばチオカーバメートエステル、チオカーバメートアミド、チオカルバミン酸エーテル、
アルキレン結合チオカーバメートおよびビス（Ｓ－アルキルジチオカルバミル）ジスルフ
ィドである。
【０１４１】
　ジチオカーバメート含有化合物は、ジチオカーバメートの酸または塩を不飽和化合物と
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反応させることによって調製することができる。ジチオカーバメート含有化合物は、アミ
ン、二硫化炭素および不飽和化合物を同時に反応させることによって調製することもでき
る。一般に、反応は２５℃～１２５℃の温度を行う。米国特許第４，７５８，３６２号お
よび同第４，９９７，９６９号は、ジチオカーバメート化合物およびその製造方法を記載
している。
【０１４２】
　硫化して硫化オレフィンを生成させることができる適切なオレフィンの例には、プロピ
レン、ブチレン、イソブチレン、ペンテン、ヘキサン、ヘプテン、オクタン、ノネン、デ
セン、ウンデセン、ドデセン、ウンデシル、トリデセン、テトラデセン、ペンタデセン、
ヘキサデセン、ヘプタデセン、オクタデセン、オクタデセネン（ｏｃｔａｄｅｃｅｎｅｎ
ｅ）、ノノデセン（ｎｏｎｏｄｅｃｅｎｅ）、エイコセンまたはその混合物が含まれる。
一実施形態では、ヘキサデセン、ヘプタデセン、オクタデセン、オクタデセネン、ノノデ
セン、エイコセンまたはその混合物ならびにその二量体、三量体および四量体は特に有用
なオレフィンである。あるいは、オレフィンは、１，３－ブタジエンなどのジエンとブチ
ルアクリレートなどの不飽和エステルのディールスアルダー付加体であってよい。
【０１４３】
　他の部類の硫化オレフィンには、硫化脂肪酸およびそのエステルが含まれる。脂肪酸は
植物油または動物油からしばしば得られ；それらは一般に４～２２個の炭素原子を含む。
適切な脂肪酸およびそのエステルの例には、トリグリセリド、オレイン酸、リノール酸、
パルミトレイン酸またはその混合物が含まれる。しばしば、その脂肪酸は、ラード油、ト
ールオイル、ピーナッツ油、大豆油、綿実油、ヒマワリ種子油またはその混合物から得ら
れる。一実施形態では、脂肪酸および／またはエステルをオレフィンと混合する。
【０１４４】
　代替の実施形態では、無灰摩耗防止剤は、ポリオールと脂肪族カルボン酸、しばしば１
２～２４個の炭素原子を含む酸とのモノエステルであってよい。しばしば、ポリオールと
脂肪族カルボン酸のモノエステルはヒマワリ油または同様のものとの混合物の形態であり
、それは摩擦調整剤混合物中に、前記混合物の５～９５重量％、また他の実施形態では１
０～９０、２０～８５または２０～８０重量％存在していてよい。エステルを形成する脂
肪族カルボン酸（特にモノカルボン酸）は、一般に１２～２４個または１４～２０個の炭
素原子を含む酸である。カルボン酸の例には、ドデカン酸、ステアリン酸、ラウリン酸、
ベヘン酸およびオレイン酸が含まれる。
【０１４５】
　ポリオールには、ジオール、トリオールおよびより多くのアルコール性ＯＨ基を有する
アルコールが含まれる。多価アルコールには、ジ－、トリ－およびテトラエチレングリコ
ールを含むエチレングリコール；ジ－、トリ－およびテトラプロピレングリコールを含む
プロピレングリコール；グリセロール；ブタンジオール；ヘキサンジオール；ソルビトー
ル；アラビトール；マンニトール；スクロース；フルクトース；グルコース；シクロヘキ
サンジオール；エリスリトールならびにジ－およびトリペンタエリスリトールを含むペン
タエリスリトールが含まれる。しばしば、ポリオールは、ジエチレングリコール、トリエ
チレングリコール、グリセロール、ソルビトール、ペンタエリスリトールまたはジペンタ
エリスリトールである。
【０１４６】
　「グリセロールモノオレエート」として公知の市販のモノエステルは、６０±５重量％
の化学種グリセロールモノオレエートを、３５±５％のグリセロールジオレエートならび
に５％未満のトリオレエートおよびオレイン酸と一緒に含むと考えられる。上記したモノ
エステルの量は、そうした任意の混合物中に存在するポリオールモノエステルの修正され
た実際の量をもとにして算出される。
【０１４７】
　抗スカフィング剤
　潤滑組成物は抗スカフィング剤も含むことができる。抗スカフィング剤化合物は付着摩
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耗を減少させると考えられており、それらはしばしばイオウ含有化合物である。一般に、
イオウ含有化合物には、有機スルフィドおよびポリスルフィド、例えばジベンジルジスル
フィド、ビス－（クロロベンジル）ジスルフィド、ジブチルテトラスルフィド、ジ－ｔｅ
ｒｔ－ブチルポリスルフィド、オレイン酸の硫化メチルエステル、硫化アルキルフェノー
ル、硫化ジペンテン、硫化テルペン、硫化ディールスアルダー付加体、アルキルスルフェ
ニルＮ，Ｎ－ジアルキルジチオカーバメート、ポリアミンと多塩基酸エステルの反応生成
物、２，３－ジブロモプロポキシイソ酪酸のクロロブチルエステル、ジアルキルジチオカ
ルバミン酸のアセトキシメチルエステルおよびキサントゲン酸のアシルオキシアルキルエ
ーテルならびにその混合物が含まれる。
【０１４８】
　極圧添加剤
　オイルに可溶性の極圧（ＥＰ）添加剤には、イオウおよびクロロイオウ含有ＥＰ添加剤
、塩素化炭化水素ＥＰ添加剤およびリンＥＰ添加剤が含まれる。そうしたＥＰ添加剤の例
には、塩素化ワックス；有機スルフィドおよびポリスルフィド、例えばジベンジルジスル
フィド、ビス－（クロロベンジル）ジスルフィド、ジブチルテトラスルフィド、オレイン
酸の硫化メチルエステル、硫化アルキルフェノール、硫化ジペンテン、硫化テルペンおよ
び硫化ディールスアルダー付加体；ホスホ硫化炭化水素、例えば硫化リンとテルペンチン
またはオレイン酸メチルの反応生成物；リンエステル、例えばジヒドロカーボンおよびト
リヒドロカーボンホスファイト、例えばジブチルホスファイト、ジヘプチルホスファイト
、ジシクロヘキシルホスファイト、ペンチルフェニルホスファイト；ジペンチルフェニル
ホスファイト、トリデシルホスファイト、ジステアリルホスファイトおよびポリプロピレ
ン置換フェノールホスファイト；金属チオカーバメート、例えば亜鉛ジオクチルジチオカ
ーバメートおよびバリウムヘプチルフェノール二塩基酸；ホスホロジチオ酸の亜鉛塩；例
えばジアルキルジチオリン酸とプロピレンオキシドおよびＰ２Ｏ５の反応生成物のアミン
塩を含むアルキルおよびジアルキルリン酸のアミン塩ならびにその混合物が含まれる。
【０１４９】
　他の添加剤
　防蝕剤などの他の性能添加剤には、米国特許出願第０５／０３８３１９号（ＭｃＡｔｅ
ｅ　ａｎｄ　Ｂｏｙｅｒという発明者名で２００４年１０月２５日出願）５～８段に記載
されているもの、オクチルアミンオクタノエート、ドデシルコハク酸または無水物および
オレイン酸などの脂肪酸とポリアミンの縮合生成物が含まれる。一実施形態では、防蝕剤
はＳｙｎａｌｏｘ（登録商標）防蝕剤を含む。Ｓｙｎａｌｏｘ防蝕剤は一般にプロピレン
オキシドのホモポリマーまたはコポリマーである。Ｓｙｎａｌｏｘ（登録商標）防蝕剤は
、Ｔｈｅ　Ｄｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙによって刊行されている書式番号
１１８－０１４５３－０７０２ＡＭＳの製品カタログにより詳細に記載されている。この
製品カタログは、ＳＹＮＡＬＯＸ潤滑油、「厳しい用途のための高性能ポリグリコール（
ＳＹＮＡＬＯＸ　Ｌｕｂｒｉｃａｎｔｓ，　Ｈｉｇｈ－Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ　Ｐｏｌ
ｙｇｌｙｃｏｌｓ　ｆｏｒ　Ｄｅｍａｎｄｉｎｇ　Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎｓ）」という
表題である。
【０１５０】
　ベンゾトリアゾールの誘導体、ジメルカプトチアジアゾール誘導体、１，２，４－トリ
アゾール、ベンズイミダゾール、２－アルキルジチオベンズイミダゾールまたは２－アル
キルジチオベンゾチアゾールを含む金属不活性化剤；エチルアクリレート、２－エチルヘ
キシルアクリレートおよび任意選択の酢酸ビニルのコポリマーを含む発泡防止剤；トリア
ルキルホスフェート、ポリエチレングリコール、ポリエチレンオキシド、ポリプロピレン
オキシドおよび（エチレンオキシド－プロピレンオキシド）ポリマーを含む乳化破壊剤；
無水マレイン酸－スチレンのエステル、ポリメタクリレート、ポリアクリレートまたはポ
リアクリルアミドを含む流動点降下剤ならびに脂肪酸誘導体、例えばアミン、エステル、
エポキシド、脂肪族イミダゾリン、カルボン酸とポリアルキレン－ポリアミンの縮合生成
物およびアルキルリン酸のアミン塩を含む摩擦調整剤も、潤滑組成物において使用するこ
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とができる。摩擦調整剤は、潤滑組成物の０重量％～１０重量％、０．１重量％～８重量
％または１重量％～５重量％を含む範囲で存在することができる。
【０１５１】
　工業的応用
　本発明のグラフト化ポリマーは任意の潤滑組成物に適している。グラフト化ポリマーは
、分散性粘度調整剤（しばしばＤＶＭと称される）として用いることができる。
【０１５２】
　一実施形態では、本発明のグラフト化ポリマーは、許容される粘度調整性能、許容され
る分散性能および／または許容されるすすおよびスラッジ取り扱い性の少なくとも１つを
提供することができる。本発明のグラフト化ポリマーをエンジンオイル潤滑組成物におい
て使用する場合、これは、許容される燃料経済性性能および／または許容されるすすおよ
びスラッジ取り扱い性を提供することができる。
【０１５３】
　潤滑油の例には、２ストロークもしくは４ストローク内燃機関用のエンジンオイル、ギ
アオイル、自動変速機オイル、油圧油、タービン油、金属加工油剤またはサーキュレーテ
ィングオイルが含まれる。
【０１５４】
　一実施形態では、内燃機関は、ディーゼル燃料エンジン、ガソリン燃料エンジン、天然
ガス燃料エンジンまたは混合ガソリン／アルコール燃料エンジンであってよい。一実施形
態では、内燃機関はディーゼル燃料エンジンであり、他の実施形態では、ガソリン燃料エ
ンジンである。
【０１５５】
　内燃機関は、２ストロークまたは４ストロークエンジンであってよい。適切な内燃機関
には、舶用ディーゼルエンジン、航空用ピストンエンジン、低負荷ディーゼルエンジンな
らびに自動車およびトラック用エンジンが含まれる。
【０１５６】
　内燃機関用の潤滑組成物は、イオウ、リンまたは硫酸塩灰分（ＡＳＴＭ　Ｄ－８７４）
含有量に関係なく、任意のエンジン潤滑油に適している。エンジンオイル潤滑油のイオウ
含有量は、１重量％以下、０．８重量％以下、０．５重量％以下または０．３重量％以下
であってよい。リン含有量は、０．２重量％以下、０．１重量％以下または０．０８５重
量％以下、さらには０．０６重量％以下、０．０５５重量％以下または０．０５重量％以
下であってよい。合計硫酸塩灰分含有量は、２重量％以下、１．５重量％以下、１．１重
量％以下、１重量％以下、０．８重量％以下または０．５重量％以下であってよい。
【０１５７】
　一実施形態では、潤滑組成物はエンジンオイルであり、その潤滑組成物は、（ｉ）０．
５重量％以下のイオウ含有量、（ｉｉ）０．１重量％以下のリン含有量および（ｉｉｉ）
１．５重量％以下の硫酸塩灰分含有量を有する。
【０１５８】
　一実施形態では、潤滑組成物は、２ストロークまたは４ストローク舶用ディーゼル内燃
機関に適している。一実施形態では、舶用ディーゼル燃焼エンジンは２ストロークエンジ
ンである。本発明のグラフト化ポリマーは、舶用ディーゼル潤滑組成物に０．０１～２０
重量％、０．０５～１０重量％または０．１～５重量％加えることができる。
【実施例】
【０１５９】
　（実施例１）
　Ｄｙｎｅ（商標）６２３－１８の臭素化を、ポリテトラフルオロヘプチレンガスケット
、オーバーヘッドスターラー、窒素注入口、水冷凝縮器および反応温度モニター用の熱電
対を備えたフランジ蓋を備えた１Ｌフラスコ中の５３０ｇのクロロホルムに９０ｇのＤｙ
ｎｅ（商標）６２３－１８を加えて実施する。得られたポリマー溶液を、窒素（２５０ｃ
ｃ／分）下で１時間攪拌（３００ＲＰＭ）する。６．４ｇのＮ－ブロモスクシンイミド（
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ＮＢＳ）を加える。反応混合物を１０分間攪拌する。反応混合物を、加熱ランプでガラス
を通して１．５時間加熱する。反応混合物は１０分後に茶色に変わる。反応混合物をさら
に１時間攪拌する。１Ｌのイソプロパノールをブタノール／ＣＯ２浴中で冷却する。反応
混合物を、攪拌しながらイソプロパノールに３０分間かけて滴下する。沈殿物が生成する
。沈殿物を濾過し、２００ｍｌのイソプロパノールで洗浄し、真空オーブン中、６０℃で
終夜乾燥する。生成物の収量は７２．１ｇである。生成物は薄茶色のゴム状の形態である
。反応は以下の式：
【０１６０】
【化１４】

で表すことができる。
【０１６１】
　（実施例２）
　４０ｇの実施例１からの生成物、８．７８ｇの臭化銅（Ｉ）および２０ｇの無水マレイ
ン酸（ＭＡＡ）を４００ｇのトルエンに加え、窒素下で攪拌する。完全に溶解し易いよう
に反応混合物を１１０℃に加熱し、次いで６０℃に冷却する。９．０４ｇのプロピル－ピ
リジン－２－イルメチレン－アミンを、窒素下で３０分間かけて加える。反応混合物を１
１０℃に加熱し、終夜攪拌する。反応混合物を室温に冷却する。８００ｇのイソプロパノ
ールをブタノール／ＣＯ２浴中で冷却する。反応混合物を、攪拌しながら３０分間かけて
イソプロパノールに加えて懸濁液を生成させる。この懸濁液を濾過してポリマーを集める
。ポリマーを、メタノール、イソプロパノールおよびアセトンで洗浄する。ポリマーを真
空オーブン中、７０℃で終夜かけて乾燥する。生成物の収量は３７．５ｇである。生成物
は、暗褐色ゴム状の形態のグラフト化ポリマーである。グラフト化ポリマーは、ＡＴＲＰ
媒介ＳＢＲ－ｇ－ＭＡＡ樹脂と称することができる。反応は以下の式：
【０１６２】
【化１５】

で表すことができる。
【０１６３】
　（実施例３）
　ポリマーサンプルをすすを含む排油に加えることによってポリマーサンプルについての
すすスクリーニング試験を実施する。得られた試験サンプルに振動を与え、そのポリマー
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が、すすの分子間の会合のビルドアップを低減させる能力を、Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａ
ｌ　Ｓｐｒｉｎｇ　Ｆｕｅｌｓ　＆　Ｌｕｂｒｉｃａｎｔｓ　Ｍｅｅｔｉｎｇ　＆　Ｅｘ
ｈｉｂｉｔｉｏｎ、Ｏｒｌａｎｄｏ、Ｆｌｏｒｉｄａ、２００１年５月７～９日で提示さ
れたＳＡＥ　Ｐａｐｅｒ　２００１－０１－１９６７、「Ｕｎｄｅｒｓｔａｎｄｉｎｇ　
Ｓｏｏｔ　Ｍｅｄｉａｔｅｄ　Ｏｉｌ　Ｔｈｉｃｋｅｎｉｎｇ：　Ｒｏｔａｔｉｏｎａｌ
　Ｒｈｅｏｌｏｇｙ　Ｔｅｃｈｎｉｑｕｅｓ　ｔｏ　Ｄｅｔｅｒｍｉｎｅ　Ｖｉｓｃｏｓ
ｉｔｙ　ａｎｄ　Ｓｏｏｔ　Ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ　ｉｎ　Ｐｅｕｇｏｔ　ＸＵＤ－１１　
ＢＴＥ　Ｄｒａｉｎ　Ｏｉｌｓ」、Ｍ．　Ｐａｒｒｙ、Ｈ．　Ｇｅｏｒｇｅ、ａｎｄ　Ｊ
．　Ｅｄｇａｒに記載されている方法で係数として測定する。この試験はＸＵＤ－１１試
験と称され得る。算出されたパラメーターをＧ’（Ｐａ）とする。ポリマー添加剤で処理
した試験サンプルのＧ’（Ｐａ）を、添加剤を含まない排油のＧ’（Ｐａ）と比較する。
その後者を１．００と規定する。１．００未満のＧ’（Ｐａ）値はすす分散での有効性の
増大を示す。
【０１６４】
　表１は、ＡＴＲＰ媒介マレイン化ＳＢＲ－ｇ－ＭＡＡのＡＤＰＡイミド（以下「グラフ
ト化ポリマーＡ」と称する）対いくつかの市販のベースラインおよび押し出しグラフト化
ＡＤＰＡ　ＳＢＲ－ｇ－ＭＡＡイミドのすす取り扱い能力を示す。表における順番は、Ｄ
ＶＭをすす取り扱い性が低下する順に（より低いＧ’比は、良好なすす取り扱い性に有利
である）順位付けしている。
【０１６５】
【表１】

　ＶＭ１は、Ａｆｔｏｎの市販の製品、Ｈｉｔｅｃ（商標）５７７７であり、無水マレイ
ン酸でグラフト化し、さらに４－アミノジフェニルアミンと反応させたエチレン－プロピ
レンオレフィンコポリマーであると考えられる。
【０１６６】
　ＶＭ２は、３重量％無水マレイン酸でグラフト化し、３－ニトロアニリンおよびディス
パースオレンジ３と反応させて分散性粘度調整剤にしたエチレン－プロピレンオレフィン
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【０１６７】
　ＶＭ３は、３重量％無水マレイン酸でグラフト化し、４－アミノジフェニルアミンスク
シンイミドと反応させて分散性粘度調整剤にしたエチレン－プロピレンオレフィンコポリ
マー（２０，０００～３０，０００Ｍｗ）である。
【０１６８】
　ポリマーＢは押し出しグラフト化ＡＤＰＡ　ＳＢＲ－ｇ－ＭＡＡイミドである。
【０１６９】
　ＶＭ４は、２重量％無水マレイン酸でグラフト化し、３－ニトロアニリンおよびディス
パースオレンジ３と反応させて分散性粘度調整剤にしたエチレン－プロピレンオレフィン
コポリマー（１２０，０００～１５０，０００Ｍｗ）である。
【０１７０】
　結果は、グラフト化ポリマーＡとＶＭ１が、１重量％の処理レベルで同程度のすす取り
扱い特性を有することを示している。結果は、分散剤官能基のローディングが、ポリマー
Ｂよりグラフト化ポリマーＡについての方がより高い（全酸価（ＴＡＮ）分析で判定して
）という事実から正当化される。この比較は、本発明のグラフト化ポリマーの手法を用い
ることによってより高いローディングを容易に達成できることを際立たせている。ＡＴＲ
Ｐグラフト化を用いる本発明の方法は、ハロゲン化（例えば、臭素化または塩素化）レベ
ルおよび続くグラフト化レベルの可能性を選ぶ（ｄｉａｌｌｉｎｇ　ｉｎ）ことによって
大いに調節可能である。
【０１７１】
　本発明を様々な実施形態に関して説明してきたが、本明細書を読めば当業者にはその様
々な改変形態が明らかになることを理解されたい。したがって、本明細書で提供する本発
明は、そうした改変形態を、添付の特許請求の範囲内に含まれ得るものとして包含するこ
と意図することを理解されたい。
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